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 2009年11月現在、過去に新発見されて小惑星の仮符号が与えられたすべて

の天体は、851,876個（あとで仮符号が取り消された天体も含む）。その内、

軌道が確定して番号登録された小惑星が225,276個、複数の衝の連結軌道か、

十分な観測期間があって軌道が確定している小惑星は159,473個、観測期間が

60日以下の１回の衝の楕円軌道が決定された小惑星が81,789個、つまり、軌

道が計算された小惑星は466,538個ある。この数は、小惑星の発見総数のおよ

そ半分である。新発見された小惑星が約85万個なのに、軌道が計算されてい

る小惑星が約47万個というのは、新発見された小惑星の中に２夜の追跡で終

わり、楕円軌道が計算できなかったものがいくつかあることと、過去の発見

の中に同一天体が含まれていることによる。 
 
������� 

 新たに計算された小惑星の軌道から、過去にその小惑星が観測されていな

いかどうかを全小惑星の中から見つけ出すことを小惑星の同定作業という。

最近では、小惑星の観測データと軌道データのコンピュータ処理化が進み、

過去に１個か２個の同じ小惑星を見つけることは、次第に困難になってきた。 

 しかし、以前には、新しく発見された軌道や過去の小惑星の再計算された

軌道から、過去の観測の中に多数の

小惑星が同定できることがあった。

たとえば、本会となじみの深い

(2248) Kanda（神田茂）、(2249) 

Yamamoto（山本一清）は、表１のと

おり、発見時の仮符号（1933 DEと

1942 GA）以外に(2248)には８星の

同定、(2249)には７星の同定が見つ

けられている。この同定は、静岡の

浦田武氏が1933 DEと1942 GAの軌道を再計算し、新たに計算された軌道から

見つけられた。さらに、過去の観測と軌道データの整理が雑であった時代に

は、同定された小惑星の数は、20星に及んだものもあった。この状況は、1980

年代まで続いた。 
 

表１．(2248) 神田と(2249) 山本の同定 
 (2248) Kanda 
        1933 DE  
      = 1944 FA 
      = 1949 BD 
      = 1949 DG 
      = 1958 XC1 
      = 1974 SO4 
      = 1974 WE 
      = 1975 XX5 
      = 1977 FY 

(2249) Yamamoto 
        1942 GA 
      = 1932 PK 
      = 1949 OX 
      = 1968 WA 
      = 1971 HY 
      = 1972 RM 
      = 1976 GX5 
      = 1978 RJ5 
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 発見された小惑星は、その軌道が確定すると登録番号が与えられる。第１

号番号登録小惑星は、イタリー、シシリー島パレルモで1801年１月１日に発

見された(1) Ceres（ケレス）である。一般に番号登録は、未登録の小惑星が

４回の衝で観測されたものを対象とする。その際、その軌道の精度が吟味さ

れる。それが小惑星センターの軌道要素についているU（＝Uncertainty）で

ある。この値は、計算された軌道からの10年後の予報位置がどの程度の精度

があるかを示している。たとえば、U＝0は10年後の予報誤差が1".0より小さ

い、つまり、位置予報にほとんど誤差がない小惑星。そして、U＝1は4".4よ

り小さい、U＝2は19".6より小さい、U＝3は86".5より小さい、U＝4は382"よ

り小さい精度である。一般に１回の衝の楕円軌道が計算された状態の小惑星

は、U＝7（10年後の予報誤差が33121"（約9o.2））くらいである。従って、最

近、多くの小惑星が番号登録されているが、発見者にとって、番号登録まで

は、はるかな長い道のりとなる。 

 というのは、小惑星が４回の衝で観測されて、番号登録されるには、Uが２

より小さく、かつ、10年後の予報誤差が10"より小さい値でなければならない。

さらに最後に追跡された観測が、登録時からごく最近のもので、そのときの

小惑星の観測群が満月をはさんで、少なくとも２夜観測されていなければな

らない。以上を満足できれば、小惑星は番号登録される。ただし、このUで小

惑星を登録する場合、難点もある。それは、この値は、地球の軌道上から見

た位置のずれを予測したもので、見かけ上の値である。そのため、遠くを動

いている天体（特に天界12月号p.506以降で紹介したTNOなど）ほど、たとえ

軌道の精度が悪くとも、Uの値は、向上することになる。しかし、このことは

あまり議論されていない。 

 もちろん、新発見された小惑星が満月をはさんで１か月以上にわたって観

測され、過去に３回の衝の観測が見つかり、Uが２（予報位置誤差が10"以下）

であれば、その小惑星は、即、番号登録される。しかし、そのような幸運を

持つ小惑星を発見することは、最近では、きわめてまれなこととなった。 
 

 これまでに番号登録された小惑星は、前述のとおり、約22万個ある。これ

らの番号登録された小惑星の発見ランキング・リストを表２に示した。図１

には、表２の主な発見者を図示した。この図１で分かるとおり、番号登録小

惑星の約半数（49％）はLINEARサーベイの発見である。続いて、スペースウ

ォッチ・サーベイ（11％）、NEATサーベイ（パロマー分；7％）と続く。つま

り、一人の巨人と多数の小人
こ び と

たちというのがサーベイ社会の現状ともいえる。

我が国でもっとも登録数の多い小林隆男氏は、ランキング第10位で、2,446
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個（大泉分；1.1％）である。

我が国アマチュア全体での番

号登録小惑星の総数は6,151

個（2.7％）で、これは、ラン

キング第７位となる。小林氏

は、我が国の番号登録小惑星

の約半数（40％）を発見して

いることになる。これは、小

林氏の発見は、当時の我が国

でのLINEARサーベイ並といっ

てもよいだろう。 

 なお、注意しなければいけ

ないのは、このリストは、小惑星センターから各地に与えられた天文台コー

ド別の登録数で、同一発見者の登録数ではない。たとえば、同じ発見者が２

か所の観測地で番号登録小惑星があれば、それぞれ、別個に示されている。

我が国では、小林隆男氏は、大泉（天文台コード412）で2,446個の番号登録

小惑星を発見しているが、氏は、黒保根（350）でも３個の番号登録小惑星を

発見している。また、北見（400）のように、そのほとんどは円舘金氏の発見

ではあるが、同じ天文台で複数の発見者が番号登録小惑星を発見しているこ

ともある。命名権は、共同発見者にも与えられるが、表２では、原則、実際

に発見フィルム（画像）の撮影した者のみを示してある。 
 

 小惑星が番号登録されると発見者は、その小惑星に名前をつけることがで

きる。命名には、いくつかの例外規定があるものの原則、発見者は自由にそ

の小惑星に名前をつけることができる。 

 では、発見した小惑星は、どうのような道のりを経て登録されるのだろう

か。それには、長い道のりが必要である。小惑星の発見は、運良く新小惑星

を発見し、その小惑星を別の夜に追跡観測し、２夜の対の発見観測として小

惑星センターに報告することから始める。小惑星センターでは、報告された

小惑星が各地で行われている全天サーベイや他の小惑星サーベイからすでに

報告されている未公表の発見の中にないこと、番号登録小惑星でないこと、

過去に発見された軌道が不確かな小惑星が近くに来ていないかどうかをチェ

ックする。発見者は、新小惑星だと思って報告した小惑星ではあるが、たい

ていは、どこかのサーベイからすでにその天体が報告されている場合が多く、

普通は、ここでふるい落され、門前払いとなる。運良く、これらのチェック

を通過すれば、新発見の天体として、小惑星の仮符号が与えられる。 
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表２．天文台別、番号登録小惑星（天文台コードのあとの＊はアマチュア、＋は公立天文台発見） 
    天文台                                                              (q<1.3 AU) 
No.  ｺ-ﾄﾞ 天文台名称                    登録個数  命名済  未命名     命名率   NEO 

  1  704  LINEAR Survey (Lincoln Lab)     109654    2112  107542        1.9    427 

  2  691  Kitt Peak-Spacewatch Survey      24278     233   24045        1.0     82 

  3  644  Palomar Mountain/NEAT            16087      61   16026        0.4     50 

  4  699  Lowell Obs. LONEOS Survey        13839     255   13584        1.8     53 

  5  703  Catalina Sky Survey               6747      29    6718        0.4     32 

  6  675  Palomar Mountain                  6554    1612    4942       24.6    112 

     ***  我が国アマチュア                  6151    1500    4651                12 

  7  608  Haleakala-AMOS/NEAT               5616      34    5582        0.6     30 

  8  809  European Southern Obs.            5486     976    4510       17.8     12 

  9  G96  Mt. Lemmon Survey                 3444       0    3444        0.0      6 

 10  411* Oizumi [小林隆男]                 2446     228    2218        9.3      4 

 21  399* Kushiro [上田清二]                 723      74     649       10.2      1 

 24  400* Kitami [円館金・藤井・高橋]        662     367     295       55.4      0 

 32  905* Nachi-Katsuura [清水義定]          321      24     297        7.5      0 

 42  372* Geisei [関勉]                      223     150      73       67.3      1 

 48  888* Gekko [大島良明・香川哲男]         175      16     159        9.1      1 

 50  385* Nihondaira [浦田武他]              164      43     121       26.2      0 

 52  894* Kiyosato [大友哲]                  149      61      88       40.9      0 

 57  369* Chichibu [佐藤直人]                138      19     119       13.8      0 

 58  300+ Space Guard Center                 137      10     127        7.3      1 

 60  358* Nanyo [大国富丸]                   129      51      78       39.5      0 

 63  402* Dynic Astro. Obs. [杉江淳]         122      28      94       23.0      2 

 68  360* Kuma Kogen [中村彰正他]            109      89      20       81.7      0 

 69  381+ Tokyo-Kiso                         107      73      34       68.2      1 

 84  376* Uenohara [川里信弘]                 88       1      87        1.1      0 

 87  408* Nyukasa [平澤正規・鈴木正平他]      80      19      61       23.8      0 

 97  896* Yatsugatake [串田嘉男]              58      40      18       69.0      1 

100  877* Okutama [日置努他]                  56      22      34       39.3      0 

102  403* Kani [水野良兼]                     52      26      26       50.0      0 

108  875* Yorii [新井優・森弘]                45       7      38       15.6      0 

     897* YGCO Chiyoda [小島卓雄]             45      13      32       28.9      0 

115  881* Toyota [鈴木憲蔵]                   41      20      21       48.8      0 

129  887* Ojima [新島恒男・金井清隆]          33      21      12       63.6      0 

131  885* JCPM Yakiimo [名取亮・浦田武]       32      18      14       56.3      0 

137  367* Yatsuka [安部裕史]                  28      18      10       64.3      0 
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No.  ｺ-ﾄﾞ 天文台名称                     登録個数  命名済  未命名     命名率   NEO 

156  365* Kashihara [宇都文昭]                22       4      18       18.2      0 

161  867* Saji Obs. [山西・宮本]              21       9      12       42.9      0 

168  391* Sendai [小石川正弘他]               19      19       0      100.0      1 

     898* Fujieda [塩沢均・鬼沢稔]            19       3      16       15.8      0 

174  889* Karasuyama [伊野田繁]               18      10       8       55.6      0 

     900* Moriyama [井狩康一]                 18       8      10       44.4      0 

180  886* Mishima [秋山万喜夫]                16      16       0      100.0      0 

183  374* Minami-Oda [菅野・野村・川西]       15      15       0      100.0      0 

193  364* YCPM Kagoshima [向井]               13      12       1       92.3      0 

203  392* JCPM Sapporo [渡辺和郎]             10       9       1       90.0      0 

210  389+ Tokyo (before 1938)                  8       8       0      100.0      0 

218  355* Hadano [浅見敦夫]                    7       7       0      100.0      0 

230  386* Yatsugatake [井上・村松修]           6       5       1       83.3      0 

     872* Tokushima [岩本雅之]                 6       3       3       50.0      0 

     879* Tokai [古田俊正]                     6       6       0      100.0      0 

262  342* Shishikui [前野拓]                   4       4       0      100.0      0 

     417* Yanagida [土川啓]                    4       4       0      100.0      0 

     868* Hidaka [白井・早川修司]              4       0       4        0.0      0 

     D89* Yamagata [板垣公一]                  4       0       4        0.0      0 

283  350* Kurohone [小林隆男]                  3       0       3        0.0      0 

     D74* Nakagawa [堀・前野拓]                3       1       2       33.3      0 

301  388+ Tokyo-Mitaka                         2       2       0      100.0      0 

     864* Kumamoto [小林寿郎]                  2       2       0      100.0      0 

     883* Shizuoka [鬼沢稔・掛井亘]            2       1       1       50.0      1 

     893* Sendai Observatory [黒須・小石川]    2       2       0      100.0      0 

     908* Toyama [青木昌勝]                    2       0       2        0.0      0 

341  377+ Kwasan Obs. Kyoto                    1       1       0      100.0      0 

     383* Chirorin [清貞雄]                    1       1       0      100.0      0 

     397* Sapporo Science Center [渡辺和郎]    1       1       0      100.0      0 

     410* Sengamine [伊藤和幸]                 1       1       0      100.0      0 

     882* JCPM Oi Station [鈴木憲蔵]           1       1       0      100.0      0 

     901* Tajimi [水野隆志]                    1       1       0      100.0      0 

     903* Kannabe [吉見政義]                   1       0       1        0.0      0 

     TOTAL Observatory = 417              225276   15440  209836               958 
     Japanese Amateur  =  53                6151    1500    4651                12 
                                            2.7%    9.7%    2.2%              1.3% 

表２．天文台別、番号登録小惑星（天文台コードのあとの＊はアマチュア、＋は公立天文台発見） 
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 しかし、ここで安心してはいけない。新発見した小惑星を発見者自身の番

号登録小惑星とするためには、発見した小惑星を十分長い期間観測して、軌

道の精度を高めておかなければならない。１か月以上、発見した小惑星を追

跡して軌道の精度が高まると、過去に同定が見つかることがある。同定され

た小惑星が１夜とか２夜のみ観測された小惑星であるならば、もう万々歳で

ある。ここで、将来の命名権が約束される。しかし、同定された小惑星が３

夜以上観測され、楕円軌道が計算されている場合、小惑星の命名権は、その

過去の小惑星に移る。せっかく、長い間、新発見した小惑星を観測したこと

が、結局は無駄骨となる。逆に、同定が見つからず、楕円軌道が記録されれ

ば、命名権が得られる可能性が大きい。しかし、発見した小惑星が将来、好

位置に来て偶然発見されるか、その追跡観測を待つことが必要となる。従っ

て、４回の衝の観測が得られ、その小惑星が番号登録されるには、５年～10

年の年月を待たねばならない。 
 
 以前には、小惑星を命名するにはもう１つの方法があった。それは、発見

者が死亡し、発見した天文台が命名権を放棄している場合、小惑星の命名は、

同定を見つけた計算者に移る。前述の(2248) Kanda（神田）、(2249) Yamamoto

（山本）は、1933年と1942年にドイツのハイデルベルグで故ラインムートに

よって発見されたもので、氏の所属していた天文台が命名権を放棄していた。

そのため、命名権は、同定者である浦田氏に移った。浦田氏は、当時、その

軌道計算を受け持っていた中野主一氏に(2249)の命名権を譲った。中野氏は、

お世話になった小槇孝二郎先生の名前をつけたいと考えていたが、横槍が入

って、やむなく、今の名前になった。1960年代には、山本一清先生はすでに

他界され、氏とは面識がなく、この横槍には不満だったようだ。 
 

 日本平天文台の浦田武氏（当時）

は、1978年３月12日UTにゲーレルズ

第３彗星を31-cm f/5.6反射望遠鏡

で撮影したフィルム上に15等級の

移動天体（写真１）を見つけた。こ

の天体は、同彗星の南33'.4の位置

を西に移動していた。さらに、この

天体は３月２日と５日に木曽観測

所で香西洋樹氏が1.05-mシュミッ

トで、同彗星を撮影した画像にも写

っていることが報告された。このこ    写真１．浦田武氏が発見した(2090) 瑞穂， 
           1978 年３月 12 日発見． 
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とは、浦田氏が当時発行していた日本平天文台

回報No.968（写真２）に掲載されている。氏が

小惑星センターへこの天体の発見を報告、天体

は新小惑星であることが判明し、1978 EAの仮符

号が与えられた。また、この小惑星は、のちに

豪州のマウント・ストロムロから報告された３

月５日発見の1978 EJと同定された。この小惑星

は、クレット天文台、アガシ観測所（当時）で

５月８日まで追跡された。軌道計算の結果、小

惑星センターのバードウェル副局長（当時）は、

表３に示すような多数の同定（10星）を過去の

観測に見つけ、1978年９月１日発行のMPC 4476 

（写真３）で、この小惑星は、即、番号登録された。これが(2060) Mizuho

（瑞穂）の発見であった。小惑星センターのマースデン局長（当時）の話に

よると、アマチュアが新小惑星を発見したのは、約30年ぶりのことであった。 

 何はともあれ、浦田氏のこの小惑星の発見がきっかけとなって、1980年代

から1990年代へと続く、我が国アマチュアによる小惑星発見の礎をつくった

といえるだろう。 

 1980年代後半と1990年代は、我が国アマチュアによって多数の新小惑星が

発見された。その頃の観測数と発見数を表４に示す。この時期、小惑星発見

数だけでなく、観測数も飛躍的に伸びたことがわかるだろう。全世界の観測

数は、登録小惑星と未登録小惑星の総数である。しかし、我が国アマチュア

の観測は、そのほとんどが未登録小惑星の観測であった。そのため、今後の

軌道計算に重要となる未登録小惑星の観測数は、多い年には、世界のそれの

            写真３． MPC 4476（1978 年９月１日発行）． 

 

 
写真２．NOC 968 
        1978 年４月６日発行． 

 

表３． 
(2090) 瑞穂の同定 
 
(2090) Mizuho 
        1978 EA 
      = 1978 EJ 
      = 1937 RE 
      = 1942 PG 
      = 1951 EH 
      = 1952 HA4 
      = 1953 RT 
      = 1953 TP 
      = 1959 VD 
      = 1964 TE 
      = 1970 WV 
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30～40％を占めていた。このように（2090）瑞穂の発見以来、我が国アマチ

ュアによる小惑星の発見数と観測数は、1997年まで順調に伸びていた。 

 そのため、この頃には、我が国アマチュアの観測数は、いずれ世界の半分

の発見、観測を占めると考えていたものだ。しかし、全天サーベイが本格的

に稼働し始めると、2000年以後は、世界の小惑星サーベイから報告される観

測数が一年間に500万～700万個にもなり、我が国アマチュアの観測は、その

中に埋もれてしまった。また、多くの観測者は、小惑星の発見・観測にイヤ

気がさし、小惑星の発見作業からも離れていったのが現状であろう。 

 現在では、美星と入笠での公立機関の捜索を除くと、北見の円舘金氏が小

惑星の捜索を行っているに過ぎない。 
 

表４．小惑星の観測数と発見数（～2008年） 

 

期間 

     全世界   我が国（アマチュアのみ） 

観測数 新発見 観測数   % 新発見 % 

    -1969 

1970-1989 

1990 

1991 

1992 

1993 

1994 

1995 

1996 

1997 

1998 

1999 

2000 

235,747

413,226

66,601

103,896

88,178

114,823

133,837

184,345

200,505

296,032

1,077,759

1,798,969

3,026,495

18,744

44,000

4,927

5,460

4,884

7,051

6,359

10,887

10,260

12,244

32,277

48,918

72,482

208( 0%)

14,996( 4%)

5,052( 8%)

5,573( 5%)

7,502( 9%)

7,063( 6%)

8,555( 6%)

12,642( 7%)

10,822( 5%)

15,676( 5%)

12,358( 1%)

12,408( 1%)

6,981( 0%)

0( 0%) 

1,269( 3%) 

654(13%) 

729(13%) 

909(19%) 

623( 9%) 

796(13%) 

971( 9%) 

803( 8%) 

1,157( 9%) 

590( 2%) 

698( 1%) 

179( 0%) 
 

 ここで、近年の小惑星発見時の発見光度を示そう。図２は、世界中で発見

された小惑星の発見光度の分布図である。図中、-1969年は1969以前の発見光

度、1970年は1970年から1989年までの発見光度をまとめてある。当然のこと

であるが、1969年以前には、15等級以下の非常に明るい小惑星の発見が多か

った。1970年と1980年代の発見光度は、17等級の明るい小惑星が多かった。

1990年代になると、その中心は18等級に移り、2000年代に入ると、発見光度

は19等級以下の暗い小惑星が多くなった。そして、現在では、発見される小

惑星は、20等級以下の微光の小惑星となる。これは、17等～18等級より明る

い小惑星は、2000年以前の全天サーベイの初期の段階で発見されたことを意

味している。このことは、今後、新しい小惑星を確実に発見するためには、
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20等級の小惑星を発

見できる機材が必要

となる。 

 一方、我が国での小

惑星発見の発見光度

の分布を図３に示し

た。1970年と1980年代

は、アマチュアは16

等級の明るい小惑星

を発見していた。その

傾向は、1990年代後半

まで続く。1990年代後

半でも、我が国アマチ

ュアの発見する小惑

星の発見光度は、17

等級の小惑星が多い。

これは、当時の世界の

発見光度より１等～

２等級ほど明るい。こ

の頃には、明るい小惑

星の中で未発見のも

のは、すでにほとんど

なくなっていたこと

を考えると、このような明るい小惑星を発見するためには、どんなに苦労さ

れたか、そのご苦労が察しできる。我が国での発見光度も、2005年以後は、

19等～20等級の暗い小惑星になってしまった。これは、入笠と美星で開始さ

れた公立機関のサーベイが小惑星発見の主体になったことによる。現に北見

の円舘金氏は、まだ、18等級の小惑星

を発見している。 
 

 1990年代後半に始まった全天サーベ

イの主たる目的は、地球に衝突して危

害を与えそうな地球接近小惑星（NEO）

の捜索であった。これは、1994年に起

きたシューメーカ・レビー第９彗星の

木星面衝突が我々にあまりにも大きな

 

 
写真４．シューメーカ・レビー第９彗星の 
木星表面衝突痕（ⒸJPL, ESO Web site より） 
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衝撃を与え、将来、地球に衝突の可能性がある小天体を前もって見つけてお

こうという計画で始まった。 

 NEOとは、一般に近

日点距離が1.3 AUよ

り小さい天体、アテ

ン型、アポロ型、ア

モール型の小惑星を

いう。すでに番号登

録されたNEOの発見

個数は、表２の末尾

につけ加えた。この

種の天体は、2009年

11月までにすでに

958個のNEOが番号登録されている。発見第１位は、LINEARサーベイの427個、

そして、パロマー（675）の112個、スペースウォッチ・サーベイの82個、LONEOS

サーベイの53個、パロマー（NEAT）の50個、サイデング・スプリングの38個、

カテリナ・スカイサーベイの32個と続く。我が国アマチュアも12個のNEOを登

録している。その内、４個のNEOは、小林氏の発見である。 

 NEOは、地球との軌道の関係上、観測条件が良くなることが少ないために登

録されているNEOは、まだ、1,000個足らずと少ないが、未登録小惑星を含め

ると、2008年までにすでに5,460個（内、我が国発見は18個）のNEOが発見さ

れている。主なサーベイのNEOの発見数を表５に示した。表には、新発見され

た小惑星数も示した。NEOの発見確率は、LINEARサーベイで新発見100個に１

つ、レモン山サーベイで90個に１つ、小林氏は、500個に１つくらいの発見効

率となる。 

 NEOは、地球に接近したときに発見されることが多い。年に数回は「今、10

等くらいの天体が空

を動いています」とい

う発見報告を受ける

が、位置の報告がない

ため、そのときには、

『多分、人工衛星でし

ょう』という回答にな

ってしまう。しかし、

それらのいくつかは、

未発見の小惑星が地

      表５．各地のNEOサーベイの成果（～2008年） 

サーベイ 新発見 NEO 天文台コード 

LEAR 

Spacewatch 

Mt. Lemmon 

NEAT & AMOS 

LONEOS 

Catalina 

Siding Spring

ODAS 

Xinglong 

Oizumi 

226,656

199,294

59,565

62,946

32,651

29,742

6,856

4,676

2,851

2,708

2,092

673

687

442

290

684

268

12

5

5

(704)           

(691, 291)      

(G96)           

(566, 608, 644) 

(688, 699)      

(703)           

(413, E12)      

(010, 910)      

(327)           

(411, 350)      
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球にきわめて接近し、明るくなって空を大きく移動しているNEOなのだろう。

そこで、これまで発見されたNEOの発見光度の分布を調べ、図示したのが図４

である。1969年以前は、NEOは、偶然発見されることが多く、発見されたすべ

てのNEOの光度は、14等級より明るいものであった。位置観測がさかんになっ

た1970年代から1990年初頭には、16等級のNEOまで発見され始めた。そして、

最近では、18等～19等級の発見が多くなった。しかし、図２の通常の小惑星

の発見光度の分布より、まだ数等級ほど明るい天体の発見が多いことがわか

る。従って、視野の広いCCDであれば、偶然、地球に接近した新しいNEOをと

らえることが可能かもしれない。 
 

 図５には、我が国で発見された番号登録小惑星6,151個の標準等級（直径）

の分布を示した。発見された小惑星の標準等級（H）のピークは、およそ、13

等～14等級にある。小惑星の見かけ上の光度

は、小惑星の軌道の大きさにもよるが、これ

は、地球から見た光度にして15等～17等級の

天体となる。これは、その直径にして、およ

そ5-kmの小惑星となる。参考までに図の下に、

推定される小惑星の直径をつけ加えた。 

 同じ観測光度でも、当然のことながら、遠

方にある小惑星の方がその直径は大きい。我

が国で発見された小惑星も、上位の大きいも

のは、木星の軌道近くを公転するトロヤ群の

小惑星で占められる。トロヤ群以外のメイ

ン・ベルト近くを公転する小惑星で大きい小

惑星は、(4835) 1989 BQ（直径37-km）, (3431) 

Nakano（30-km）, (5192) Yabuki（28-km）, (2582) Harimaya-Bashi（27-km）, 

(5603) Rausudake（27-km）, (3843) OISCA（26-km）である。ここまでに10

個のトロヤ群の小惑星（54-km～27-km）が上位に入り込んでいる。なお、(4835)

は徳島、(3431)と(2582)は芸西、(5192)と(5603)は北見、(3843)は月光で発

見された小惑星である。 
 

 ここで、小惑星の軌道の特性を調べよう。図６には、最近までに発見され

た小惑星の軌道長半径（～6 AUまで）の分布を示した。図につけられた1200"、

900"、600"、300"は、小惑星の平均運動量で、これらは、それぞれ、木星の

平均運動量（300"）とそれぞれ４倍、３倍、２倍、１倍の整数比となる。な
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お、900"、750"、600"等は、有

名なカークウッドの空隙である

が、900"のギャップは、すでに

見られなくなってしまった。こ

れは、あまりにも多くの小惑星

が発見された今日では、軌道の

不安定な小惑星も数多く発見さ

れているため、このギャップは

埋もれてしまったのであろう。 

 次に軌道傾斜角（ｉ）と離心率（ｅ）の分布を図７

と図８に示した。これらの分布は、これまで知られて

いる分布と大きな違いはなく、軌道傾斜角は、遠方に

あるTNOを含め、ｉ>90oより大きい逆行軌道を動く24

個の天体も発見されているが、ほとんどは、ｉの小さ

いものが多い。従って、地球から見た小惑星の見かけ

上の位置は、その大半は、空の黄道近くに見られる。

また、最近では、NEO

などの離心率の大き

な小惑星も多数発見

されているが、まだま

だ、全体では、少数派

で分布には、現れてこ

ない。つまり、小惑星のほとんどのものは、

軌道傾斜角は小さく、軌道は丸いものが多い

といってよいだろう。 
 
����� 

 最後にこれから小惑星を含む新天体を発見しようという方のために新小惑

星（短周期彗星を含む）の発見効率を考えよう。それには、新発見された小

惑星が軌道のどの位置で発見されているかを調べなければならない。そこで、

小惑星が発見されたときの軌道上の位置を示す平均近点離角（Mo）を計算し、

その分布を示したのが図９である。ご存じのとおり、普通の小惑星は、ほぼ、

円軌道で火星と木星の軌道の間を公転している。これらの小惑星をメイン・

ベルト上を動く小惑星という。図９では、小惑星の軌道上の発見位置は、そ
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の遠日点近くで発見

されるものより、近日

点近くで発見される

ものが明らかに多く、

その数は、遠日点近く

で発見されるものの

何と９倍にもなる。小

惑星の離心率は図８

のとおり、ゼロに近い

ものが多い。しかし、

これは、わずかに楕円

である軌道を動く小

惑星の地球からのわずかな距離の差が発見に大きく影響していることを意味

している。これは、一種の近日点効果といえる。その光度差は、地球からの

光度にして、0.3等程度であるが、この小さな光度差が小惑星がフィルム（画

像）に写ってくるか、写ってこないかの大きな差になって、その発見に大き

く影響してきていることになる。小惑星を発見するには、それくらいの極限

等級上での勝負となる。 

 では、小惑星の近日点が太陽系のどの方向にあるのかを探ると、小惑星の

発見効率が向上することになる。そこで、小惑星の近日点が空のどの方向に

分布しているかを示したのが、図10である。この図を見ると、小惑星の近日

点は、黄経が0oふきんに集中していることがわかる。先月号p.509で紹介した

とおり、この集中は、木星の近日点黄経（π＝13o）と一致する。これは、木

星の長期間にわたる

摂動で、小惑星の近日

点がこのような分布

になったと考えられ

る。その小惑星の近日

点の分布は、黄経0oふ

きんと黄経180oふきん

では、約2.5倍の差が

ある。つまり、小惑星

の発見がその近日点

近くで多く、その近日

点の分布は、黄経が0o

ふきんに集中してい
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ることを考えると、その反対の方向を捜索するのでは、小惑星の発見効率は

約22倍（＝９ｘ2.5）も大きいことになる。 

 黄経0oが空のどこに見えるか。それは、赤経00時の位置が夜中に南中する

頃、つまり、９月の赤経00時、黄道を近くを捜索すれば、たくさんの小惑星

を発見できる。仮に８月にその位置を捜索するときは赤経02時、10月に捜索

するときは赤経22時くらいの黄道上を捜索すれば、小惑星の発見効率がもっ

とも大きいことになる。これは、軌道変化のそれほど大きくない新周期彗星

の捜索にも採用できる事実となる。 

 さて、今後も、より大きい口径の望遠鏡を使用した全天サーベイが計画さ

れている。また、まもなく稼働するサーベイもある。しかし、全天サーベイ

といっても空の全域は捜索できない。その間隙をぬって、世界の多くのアマ

チュアが新彗星、新小惑星を発見しているのも、また、事実である。皆様方

も、もう一度、新天体の捜索に挑戦していただきたい。 
 

 

編集： S. Nakano, D. W. E. Green    発行： スミソニアン研究所 

ICQ Comet Handbook Editor: 中� �一  S. Nakano 
 
  彗星の光度観測をまとめる世界的なセンタ

ーICQ（International Comet Quarterly）か

ら、毎年、発行されている彗星年表が、今年

１月末に出版された 2008/2009 年度版（HICQ 

2008/2009）に続いて、10月に 2009/2010 年度

版（HICQ 2009/2010）が発行された。本年表

は 124 ページで、これで第 23 巻目の彗星年表

となる。本年表には、2009 年７月から 2010

年７月末までの期間に観測可能な 226 個の彗

星の軌道と位置予報が掲げられている。なお、

これまでの発行の遅れを取り戻すため、来年

2010 年３月に HICQ 2010、来年末に HICQ 2011

を発行し、通常の出版体制に戻る予定である。 

 本彗星年表は、定価は 2,100 円（送料 400

円）で、我が国では、アストロ・アーツのオ

ンラインショップ（http://www.astroarts.co.jp/shop/showcase/bk-icq -0910/index-j 
shtml）で購入できる。本書は、彗星観測者、新天体捜索者必携のデータブッ

クで、彗星の光度や太陽離角を調べて事前に観測計画を立てられる。なお、

2010 年には、2009 年９月に発見されたマックノート彗星（2009 R1）とハー

トレー第２彗星（103P/Hartley 2）の活動が注目されている。 
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スペースガード協会事務局長：�見 ��  A. Asami 

 

 美星スペースガードセンターは、㈶日本宇宙フォーラム（JSF）が、平成10

年度から平成15年度にかけて、岡山県井原市に整備したスペースデブリ、及

び、地球近傍小天体（NEO）観測のための施設である。 

 観測は宇宙航空研究開発機構（JAXA）の観測依頼により、NPO法人日本スペ

ースガード協会のスタッフ６名が２人一組となり、口径1.0-m望遠鏡と50-cm

望遠鏡を併用して、晴天であれば、毎晩、人工衛星・スペースデブリの観測、

及び、小惑星サーベイを行っている。 

 ここでは、最近の美星スペースガードセンターでの小惑星サーベイの状況

について少しお話したいと思う。  
 

 2009年９月から10月の間、美星スペースガードセンターの小惑星サーベイ

で検出した小惑星は、表１のとおり、775星であった。この内、小惑星センタ

ー（MPC）から仮符号を取得でき

たものは209星であった。残念な

がら、これらの多くは小惑星帯

の小惑星であり、地球近傍小惑

星（NEA）は含まれていない。 

 検出した小惑星の約27％につ

いて仮符号がついたことになる

が、これは他の天文台とサーベイ慮域が重複している場合など、同一天体を

独立に検出していることも多く、数日の観測報告の時間差で、他の天文台の

検出観測に仮符号が付くことも多々あるためである。 

 また、小惑星の仮符号を取得するためには地球近傍天体（NEO：Near Earth 

Object）などの高速移動天体の検出（発見）を除き、報告には２夜の観測が

必要である。しかし、１夜目の検出の後、天候、月明やサーベイ領域の都合

により２夜目の追跡観測ができない場合もあり、２夜の観測が揃わず、発見

報告ができないこともある。この他にも既知の小惑星を観測であっても、そ

の軌道が良く決まっていない場合は、一次的な同定判定ができないため、未

知の小惑星として取扱ってしまう等が上げられる。 

 ９月以降は、黄道が天の赤道の北側に移行するので、美星からも衝の位置

の地平高度が高くなり、小惑星の限界等級面でも有利になるため、春先から

区分 9 月 10 月 合計 

検出小惑星数 299 476 775 

仮符号取得小惑星数 76 133 209 

仮符号取得率（%） 25.4 27.9 27.0 

番号登録小惑星数    1    0    1 

 
 
 
 
 
 
 
   表 1．検出小惑星（2009 年９月, 10 月） 

2009 年９月560



夏に比較して多くの検出が可能となってくる。今年の場合、９月、10月と決

して良好とは云えないながらも、昨年に比べ天候にも恵まれ、シーングや透

明度の良い夜に多くの小惑星を検出できている。 
 

 仮符号取得小惑星検出時の等級であるが、最も明るいもので18.7等、最も

暗いもので24.6等であった。検出された小惑星の多くは、図1のとおりで20

等から20.5等のものであったが、18等級の比較的明るい小惑星も散見された。 

 美星スペースガードセンターでの小

惑星の検出等級は、数年前に比較して約

0.5等程向上している。これは、小惑星

帯小惑星の移動速度、方向に合わせて５

枚から９枚の画像をコンポジット処理

しているためである。一定時間内のサー

ベイ領域の減少や高速移動するNEO等の

検出には不向きな面もある(コンポジッ

トしない画像からの検出も必ず行って

いる)が、検出限界には、有効であると

考えている。 
 

 表２に示すとおり仮符号取得小惑星209星の内、61星は、既に連結軌道が計

算されている。この内、2009 SO15については、11月発行のMPCで早々と番号

登録されている。このほかにも16星が、既に４回以上の衝で観測されており、

近い将来番号登録がなされると

思われる。 

 また、一般軌道が計算されてい

るものは、89星。残りの59星は、

２夜のみの観測であるため、追跡

観測用の軌道は計算されている

が行方不明になっている。今後、追跡観測がなければ見失われてしまう可能

性が高い。 
 

 美星スペースガードセンターでの小惑星サーベイは、NEOの発見を目的とし

ているが、検出される小惑星のほとんどが火星と木星の間の円軌道に近い軌

道を運行する小惑星帯の小惑星である。しかし、この期間、トロヤ群の小惑

星2009 UO89や小惑星帯の小惑星と異なる軌道を持つ小惑星2009 UD1を検出し

 区分 連結軌道 一般軌道 追跡用軌道 合計 

９月 16 29 30 75 

10 月 45 60 29 134 

合計 61 89 59 209 

 
   表２．美星発見の小惑星の軌道 
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ている。図２にその軌道を示した。なお、軌道図についているA02212とA02375

は、美星で振り当てている固有符号である。 
 
����� ��1 

  この小惑星は、2009年10月17日におひつじ座を撮影した画像から検出され

た。検出時の光度は19.2等で、移動方向、移動速度から通常の小惑星帯小惑

星でないことは、明らかで、美星ス

ペースガードセンターでは、翌日に

追跡観測を行い、２夜の観測報告に

より2009 UD1の仮符号を取得した。 

 この小惑星は、その後、LINEAR、

スペースウォッチ、カタリナ・スカ

イサーベイでも観測され、火星に接

近する軌道を持つ小惑星（ａ＝2.28 

AU, ｅ＝0.39, ｑ＝1.38 AU）であ

ることが判明したが、地球に接近す

るNEAではなかった。 

���� 

 最近の美星スペースガードセンタ

ーでの小惑星サーベイの状況につい

てお話してきたが、皆さんは、美星ス

ペースガードセンターの施設を使用

して実際に小惑星サーベイを行うイ

ベントがあることをご存知だろうか。 

 今年も９月に文部科学省のSPP事業

で岡山県金光学園中･高校生が小惑星

観測・検出を行う体験学習が実施され、

３星の小惑星を新発見し仮符号を取

得している。また、11月の日本スペー

スガード協会が主催したスペースガ

ード探偵団では小･中・高校生14名が

９星を新発見し、仮符号を取得している。日本スペースガード協会は、この

ようなイベントを毎年開催しているので、興味のある方は、ホームページ等

で確認してほしい。 

 現在、美星スペースガードセンターでは、1.0-m望遠鏡駆動系の改修、冷却

CCDカメラのアップ・グレード等により高度な観測・サーベイが可能となって

いるが、一方でNEOサーベイの世界では、従来のLINEAR、スペースウォッチ、

       下方の白矢印が 2009 UD1 
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カタリナ・スカイサーベイ等に加え、パンスターズ（Pan-STARRS）が稼動す

ることになっている。パンスターズは、今後、NEOサーベイの主流になると思

われ、美星スペースガードセンターでの小惑星観測方向にも大きな影響を与

えると思わる。 

 日本スペースガード協会では、今後、1.0-m級望遠鏡によりどのような活動

を進めていくのが良いかについて、観測・理論・実験等多方面から議論を始

めている。 
 

 

 
埼玉県さいたま市: 近� �� R. Kondo 

 
今年も暮れに池袋サンシャイン・シティ文化会館 2F 及び 3F で毎年恒例の

東京ミネラルショー（主催：プラニー商会）が開かれます。東京では年２回、

国際的な鉱物ショーが開かれ、先の梅雨時の東京ミネラルフェアとこの冬の

東京ミネラルショーがあり、そのような訳で、東京近郊の鉱物マニアは、た

いへん恵まれていると思います。今年は、期日は 12 月 11 日～12 月 14 日で

す。入場料は 800 円（４日間出入り自由で公式ガイドブック付き）だそうで

す。会場や詳細などに関しては、以下のホームページをご参照下さい。 

http://www1a.biglobe.ne.jp/tms/ 
そして、隕石も展示即売されるので、天文ファンにとっても買わないまで

も「小惑星のかけら」を手にとって触れるチャンスです。さてお目当ての隕

石の業者さん（と連絡先メールアドレス）は、 

Carion Minerals（フランス）         contact@carionminerals.com 
Cosmic Cutlery（アメリカ）          jeisler@cosmiccutlery.com 

H･K Meteorites（ウルグアイ）        hanskoser@ng.com.uy 
La Memoire De La Terre（フランス）  info@meteorite.fr 

の皆さんが来られるようです。 

Carion Minerals は、砂漠で拾われた隕石など、よく展示販売しています。

Cosmic Cutlery は、隕鉄や石鉄隕石などをブースによく並べています。H･K 

Meteorites は、今回はじめて出店されるのではないでしょうか？ La Memoire 

De La Terre は、月や火星から飛来した隕石をなどを扱っています。私は３

年ほど前に、店主のブルーノさんに、砂漠で彼らが手に入れたシャシナイト

という大変珍しい貴重な火星隕石を手にとって見せて貰いました!! 

 日本で隕石を扱う業者さんで買うよりも安いですが、英会話で価格交渉し

なければなりませんが、それ以外に色々な情報を彼らから引き出すのも、そ

れも楽しみの一つです。また会場には、英語通訳者も待機していますので、

英語の苦手な方は、彼らに頼むといいでしょう。隕石に興味がある天界読者

の方は、是非、来場されてみてはいかがでしょうか？ 
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兵庫県芦屋市：北尾 浩一 K. Kitao 
 
今年３月、北海道二

に

風
ぶ

谷
たに

を歩いた。何十年と歩きたかった、二つの風の谷

という美しい名前のあこがれの地であった。  
「月には、うさぎさんがいるんだよ」 

老人は、そう語った。老人の母は、自分が母親から聞いた本当の月の話を

子どもに伝えることができなかった。「月には、うさぎがいる」と語る人が、

いっぱい村にやってきてから、全てが変わってしまった。母親は、自分の子

どもに「月には、うさぎがいる」と教えることが子どもにとって幸せなこと

だと考えた。そして、ほんとうの星物語が失われることになった。 

今も昔も、暮らしのなかで、

「感じること」「考えること」

「語ること」の多様性が「人間

としての豊かさ」「人間の尊厳」

に直結することを、いとも簡単

に忘れられてしまう。そして、

たいせつなもの、ほんとうのも

のが、失われてしまう。 

 「ほんとうは、子どもがね、桶
おけ

とピサック（柄杓）を持って、

あそこに立っているんだよ。ウ

サギが杵
きね

を持って立ってるの

は、嘘だよ。アイヌの物語をウサギに変えたんだよ。勝手に変えられてしま

ったのだよ」 

そう言って、子どもにほんとうの物語を語った親は少なかった。伝承する

ということの重さに押しつぶされそうになりながら、そのほんとうの物語を

聞いた。 

※           ※ 

あるとき、いろりのそばの子どもに、おばあさんは、「水くみを手伝って

くれ」と言いました。 

 ところが、子どもは、めんどくさがり、いうことをききません。 

「ばあちゃんがマキを取って帰るまでに、水を汲んできなさい」 

 
        二風谷（北尾浩一氏撮影） 
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 おばあさんは、そう言って、薪
まき

を取りに行きました。 

 子どもは、イヌンペ（炉縁、イロリのフチ）を叩いて、「おまえ（イヌン

ペ、イロリのフチ）はいいな。背中を火あぶりして、あたたかいな」と言う

と、足元の祭壇を立ったまま足蹴りして、水くみに行こうとしません。 

 クンネばあちゃん（クンネノチュウ、シネップノチュウ、一番星）の出る

頃、ようやく子どもは、「イロリの灰はここで何もしないでいいな」と、灰

をつつきまわしてから、「水を汲まないと」と、水おけをふり、ピサック（柄

杓）を持って、川に降りて行きました。 
 
 ところが…。子どもは、やはり、水を汲むのが嫌で川で遊んでいました。 

 おばあさんが家に帰ると、その小僧（子ども）がいません。おばあさんは、

きっと水汲みに真面目に行ったのだろうと、川を降りていきました。ところ

が、子どもはいません。桶
おけ

が１つ置いてありました。 

 おばあさんは、川の魚に、「アメマスさん、私の子どもを知りませんか」

と尋ねます。すると、アメマスは、「あの怠け者は、（アメマスのことを）

斑点だらけの悪いやつというので教えない」と、教えてくれません。 

 困ったおばあさんは、「どじょうさん、どこに行ったか」と尋ねると、「川

のつるんつるんで変な奴と言ったので教えない」と教えてくれません。 

 おばあさんは、海の近くまで歩いて、へとへとです。 

「怠け者の子どもは、どこに行った。早く帰って！」 

 海の近くに行くと、サケがあがってきました。 

「カムイチップ（神の魚、サケ）さん、あなたは、私の子どもを知ってるの

ではないか」 

 おばあさんが、サケにそう尋ねますと、カムイチップ（サケ）は、「ぼく

のことをカムイチップ（神の魚）と、子どもが言ったので教えてあげるよ。

空を見てごらん。あれ、お月さんのなかに神さまに入れられちゃったよ。あ

のなかに持っていかれたんだろ。文句ばかり言ってるから、神さまが怒って、

月へ連れて行った。桶
おけ

を持った小僧が立ってるんだよ」と。 

 それからというものの、怠けてる子どもに、「お月さんが怒
おこ

って、あのな

かに持っていくよ」と言うと、子どもは、言うことを聞くようになりました。 

＊           ＊ 

 金田一京助氏訳 『アイヌ叙事詩 ユーカラ』（岩波文庫）に掲載されて

いる「お月さまの水くみになった子どものはなし」が、今も語られていて嬉

しかった。 

『天界』が、星をきっかけに、「感じること」「考えること」「語ること」

の豊かな多様性を育み続けてくれることを願いながら…。 

                     （星の伝承研究室にて） 
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東京都世田谷区：大� �� K. Ohtsuka, DDS 

 
今年 10 月に回帰する彗星と小惑星の確定番号を併せ持つ 107P/(4015) 

Wilson-Harrington に、俄に注目が集まりつつあり、世界で幾つかの観測キ

ャンペーン計画が立ち上がっている。その理由として、この秋～冬にかけて

107P/(4015)が地球に接近するので、その観測条件が、唯一彗星活動を呈した

1949 年以来の好条件である事があげられる。また、この天体は彗星としての

その不活発性から、彗星— 小惑星遷移（CAT）天体とも考えられており、現在、

JAXA の協力下で準備が進められている ESA のマルコポーロ・ミッションのサ

ンプルリターン・ターゲット天体なのである。従って、このスペース・ミッ

ションに対して、天体に関する不確定情報を事前に明らかにするためにも、

今回帰の観測は、非常に重要なのである。本稿では、彗星と小惑星のそれぞ

れの観点から、この天体に就いてあれこれ考えてみようと思う。 
 

この天体の彗星としての発見観測史については、ここで敢えて触れるつも

りはない。というのも今、インターネット上であふれんばかりの情報が駆け

めぐっているこの時代、それについて探せば、いとも簡単にその情報を得る

事が出来るからである。しかも web 上のフリー百科事典『ウィキペディア』

（http://ja.wikipedia.org）にも日本語で同天体の詳しい記述があるくらいだか

ら、107P/(4015)は、そこそこ有名

なのだなと改めて思うのである。ま

た Kronk の web 版 Cometography の

サイトも、この天体に就いて、大変

よくまとまっている（http://comet 
ography.com/pcomets/ 107p.html）。

従って、ここでは、それらを丸写し

するような事をするつもりは毛頭

ない。 

とはいうものの、1949 年の彗星活

動については、後述の議論もあるの

で、簡単に触れておくが、107P/(40 

15)は、どうやら 1949 年 11 月 19.1

 
図１．POSS B-band による 107P/(4015)の 
      画像．コマはないが尾が認められる． 
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日世界時に露光された青色（12 分）と赤色（45 分）乾板だけに彗星活動を呈

したらしい（Skiff 1992）。コマは認められなくて、青色乾板上で 4’.5 角の

長さの尾が認められただけであった。パロマー天文台スカイ・サーベイ（POSS）

の画像を見てみると、明らかに、赤色乾板より、青色乾板の方（図 1参照）

が、明瞭に写っている。Skiff（1992）によれば、尾の方向は位置角 PA＝90o

±5oで、反太陽方向は PA＝76oであった。それ以降の 11 月 22 及び 25 日の露

出には、彗星活動は認められていないらしい。従って、Fernandez ら（1997）

は、これはイオンの尾であり、青色では CO+と赤色では H2O
+の光イオン化によ

るものでは？と結論づけている。更に、その原因として、太陽風がトリガー

となったのでは？と推理している。 
 

他方、107P/(4015)を小惑星の観点から得られた情報をまとめてみると、軌

道は Apollo-type で、現在の近日点距離、軌道離心率、傾斜角は、それぞれ

1.00 AU と 0.62 と 3oであり、木星族短周期彗星のそれに似ている。しかし

木星に関するティスラン値は TJ＝3.08 と通常の木星族短周期彗星（JFCs）よ

り大きく、これは小惑星に相当するものである。また、Bottke ら（2002）は、

彼らの近地球型小惑星（NEO）分布力学モデルから、107P/(4015)の起源は、

JFC の可能性はたった４%で、最もあり得そうな可能性は、65%の確率で小惑

星メインベルト外縁部起源という事になる。 

これまで得られた物理観測データから、絶対等級は 15.99 等（MPC 17270）

で、Tholen（1989）の８色カラー小惑星サーベイ（ECAS）による小惑星分類

では CF とされている。これは C-type と F-type の中間の分光プロファイルを

持っているという意味である。他方、Jewitt（2002）は、Chamberlin ら（1996）

による分光観測から、可視域の分光スロープを S'＝-5 と見積もった。S'の負

の傾きが大きいほど太陽と比べて青い天体である事を意味するが、この値は

双子群関連天体の(3200) Phaethon や 95P/(2060) Chiron に匹敵する。そし

て、これら２天体も B/F-types と分類されており、恐らく 107P/(4015)もそ

のようなtypeのものであり、これら共々、CAT天体の候補であるという事は、

非常に興味深い。サイズは～4-km で、表面アルベドは 0.059 である（後述の

Licandro ら 2009）。従って、C-complex 小惑星特有の低アルベドであり、C- 

types とそれらにリンクする始源的炭素質コンドライトである CI/CM のそれ

に匹敵する。自転周期解は、3.556 時間（Harris & Young 1983）と 6.1 時間

（Osip ら 1995）という２つの解とそれぞれ異なった振幅幅が得られており、

従って、まだ確立したわけではない。 

表面アナログから対応する隕石種としては、McFadden（1994）が ECAS の分

光と Karoonda（CK4）の分光プロファイルの類似を指摘しているが、Karoonda
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には、107P/(4015)にはない結晶質シリケートに伴う 1-μm吸収が認められる

し、廣井氏によれば、CKコンドライトはアルベドが C-type より高いそうで

ある。従って、CK コンドライトとはリンクはしないであろう。それよりも低

アルベドかつ負の S'を持つ CI/CM anomalous type の炭素質コンドライトと

の分光プロファイルの方がよく似ているように思われる。この type の始源的

炭素質コンドライトは母天体形成時に受けた水質変成後になんらかの原因で、

加熱を受けて脱水した履歴を持ち、よって分光特性として、負の傾きとなり、

0.7-μm の serpentine などの含水シリケートに伴う吸収や～3-μm の水の吸

収が認められない。熱源と

して、母天体内部で起きた

であろう 26Al の放射壊変熱

や他天体との衝突に伴う

shock 加熱が、候補としてあ

がっているが、本当かどう

か分からない。実際、その

様な隕石は、加熱を受けて

いない CI/CM を実験的に加

熱しながら、鉱物の変成度

合いを比較検討した研究か

ら、少なくとも 600℃程度ま

では、加熱されているよう

で（Nakato ら 2008）、マト

リックスは、含水シリケー

トが壊れてオリビンやパイロキシンの再結晶化が進んでいる。代表的な CM 

anomalous type としては、日本による南極隕石サーベイで回収されて、極地

研に保存されている Belgica-7904（図２）があげられる(http://yamato.nipr. 
ac.jp/AMRC/collection/ cm1.html)。以上から、107P/(4015)は、表面アナログか

ら、水質変成後、加熱脱水するような高温を履歴した B/F-type 小惑星に相当

するものと思われる。 
 

それでは脱水するほど高温を履歴したのに、なぜ 1949 年の回帰には彗星活

動が認められたか？という事を考えなければならない。26Al の放射壊変熱が

原因ならば、内部加熱ゆえに、例え 107P/(4015)が分裂片であったとしても、

母天体上で内部も 1000℃近くまで、加熱を経験したであろうから、水氷が残

存している可能性はかなり低い。しかしながら、もし Fernandez ら(1997)の

言う事が正しいのであれば、それほど強い shock 加熱を経験する事なく、そ

 
図２. B-7904、加熱脱水した CM コンドライトで、 
      107P/(4015)とリンクする鉱物で出来ている 
      かも知れない。 
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して 107P/(4015)内部は、熱変成を受けておらず、よって水氷が残存してい

たのかも知れない。 
 
しかし、これはイオン尾ではなく、ダスト尾なのではないか？という疑い

を敢えて持つことにしよう。通常、彗星ダストは赤い。けれども、加熱脱水

した天体から放出されたダストは、母天体同様に青い可能性があるのではな

いか？という疑問について、廣井氏とメールリングリストで議論した。彼が

曰くには、ある程度の大きさの粗粒のダストや chip ならば、分光感度は青い

方に傾くであろうが、細粒のダストならばやはり赤いのではという事だった

ので、ここでせっかくの突っ張った持論を引っ込めることにした。 
 
前述したとおり力学的には、107P/(4015)はメインベルト由来の可能性が高

い。そして近年、ハワイ大チームによりメインベルト彗星が幾つか発見され

ているが、そのような天体と関連があるかどうかも興味深い。しかし、メイ

ンベルト彗星の活動メカニズムは、まだよく分かっていない。ある程度の大

きさの別の天体が衝突したため生じた内部水氷露出昇華により彗星活動が活

性化されたのではないか？という仮説が提唱されている（Hsieh ＆ Jewitt 

2006）。 
 

結局、彗星か？、小惑星か？、未だ不確かな天体であるが、近着の astro-ph

によれば、Licandro ら（2009）が、スピッツァー宇宙望遠鏡に搭載された赤

外分光器を用いて、2007 年２月に 107P/(4015)を観測して、熱モデル TPM

（thermophysical model）をベースに、熱慣性値としてГ=60 (Jm-2s-0.5K-1)

という低い値を導いた。これは即ち、”熱しやすく冷めやすい物質”を意味

し、「砂浜」のような、細かい粒子に覆われていると想像するといい。そし

て、それは彗星並みに低い値であり（9P/Tempel 1 ではГ＜50, Groussin ら 

2007）、他方 NEO では平均して 200 くらいの値となり（Delbo ら 2007）、小

惑星イトカワでは 750（Muller ら 2007）、ポスト Hayabusa ミッションター

ゲットの小惑星 1999 JU3もГ＞500（Hasegawa ら 2008）いう大きな値を示し

ている。このような NEO 表面は、”熱しにくいが、冷めにくい物質”を意味

し、天体表面に大きな岩塊で覆われていることが想像される。従って、熱慣

性による天体の分類からすると、107P/(4015)は、彗星という事になりそうで

あるが、細かい粒子層、即ちダストマントルに覆われているのかも知れない。

だとすると、これは過去に彗星活動があって、吹き出したダスト粒子が再度、

天体表面に降り積もったという履歴を物語るのかも知れない。しかし、ダス

トマントルと B/F-type の表面物質というのは、どうもリンクしそうにないの

で、このあたりも、研究テーマとなりそうである。 
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とにかく、今シーズンの 107P/(4015)の世界各地での観測結果から、彗星

か？、小惑星か？、その正体を暴くためにも、なにがしかその解決の糸口と

なるべきものが、見つかることを切に希望したい。1949 年同様、彗星活動の

アウトバーストが起きるかも知れない。もしそうなった場合、普段からルー

ティン観測が行えるアマチュアの監視が、大いなる機動力になるであろう。

また地球に最接近する頃には、16 等台となるので、まだ未確定の自転周期に

関しては、アマチュアでも 30-cm 以上の望遠鏡が使用できる環境であれば、

ライトカーブ観測する事によって、マルコポーロ・ミッションに対する事前

情報提供に大いに貢献できるのではないであろうか？ 

なお、本稿をまとめるにあたり、ブラウン大の廣井孝弘博士と産総研筑波

の中村良介博士と ISAS/JAXA の長谷川直博士には、107P 観測計画の同報メー

リングリスト上でいろいろ議論していただいた事を、末筆ながら記して、こ

こに謝意を表したい。 
 

 

速報部：中� �� S. Nakano 
 
 今年11月にその活動が期待されていたこ

の流星群の多少の出現が見られた。SETI研究

所のジェニスケンズらによると、11月17日23

時25分UTを中心とした時間帯のZHRは56個±

16個程度の出現であった。IMOのバーレント

センが107名の観測をまとめた結果、その極

大は11月17日20時19分頃で、そのZHRは101個

±8個くらいの出現であった。これらは、1466年と1533年の55P/テンペル・タ

ットル彗星の回帰に放出されたダストトレイルによる出現であったという。 

 神戸の豆田勝彦氏による同市北区八多町

での11月17日16時から20時までの観測によ

ると、この間に出現したしし座群の流星は

37個（全流星78個）で、その出現は、17日

19時までは、ZHRで20個～30個、それ以後に

は、ZHR＝40個くらいの出現になった。同じ

く、神戸の岡村修氏も、兵庫県加東市の東

条の森ＣＣで観測を行い、I.I.と写真撮影

を行った。写真は、いずれも、岡村氏によ

るもので、流星の光度は、いずれも-3等級。 

 

     11 月 18 日 05 時 06 分 JST， 
   15-mm レンズ ISO 800 にて撮影 

   11 月 18 日 03 時 11 分 JST， 
28-mm レンズ ISO 4000 にて撮影 
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神戸市：�� 修 O. Okamura 

（12 月号 p.521 からの続き） 
 

21 日の夜から毎晩晴れていれば、スポーツデッキでの観望会が一時間ほど

開催され、多くの人が参加されました。船の灯火は少しありますが、それ以

外の光害がなく、実によく見えました。 

部屋には、毎朝 Bulletin Board という船内新聞が配られます。予定航行位

置、1日のスケジュールや健康アンケートです。アンケートは、朝食時に提

出しなければなりませんでした。幸いにチェックを入れなければならない事

態にはなりませんでしたが、２段ベッドから落ちて怪我する子供や船酔いで

絶食状態になる人がお世話になったようです。インフルエンザも流行してい

ましたが、罹患された方はいなかったようです 

部屋にシャワーはあるものの、一階下の 5階に大浴場があり、大きい窓も

あって外を見ながらの入浴も出来ます。結局、ずっとこのお風呂を毎晩利用

しました。船が揺れていると窓から水平線が上下するので揺れの程度がわか

ります。脱衣場がとても暑いのが難点でした。 

５階と４階に多くの洗濯機と乾燥機があり（乾燥室もありました）、小笠

原で雨に降られて使用が急増したとき以外はよく空いていて利用しました。

出発前に気がついていれば衣服を減らすことが出来たのですが……。 

早朝には、雲間を縫って、グリーン・フラッシュが見えたそうでしたが、

徹夜するわけにもいかず見ることができず残念でした。貴重な写真が後に地

元の神戸新聞にも掲載されたようです。 

いよいよ日食当日の朝、幸いなことによく晴れています。期待が船に充満

します。朝食後に部屋に戻るついでに船首に出ると島が見えます。カツオド

リが盛んに飛んでいます。ねらいは、とこ

ろどころで海面を飛んでいるトビウオで

す。飛ばなければ鳥には捕まらないのでし

ょうけれど、海にも捕食者が居るのでしょ

う。観察しているとカツオドリの狩りも失

敗が多く成功する確率はそんなに高くは

ありません。海は黒潮の名の通りとても濃

い色をしています。 

島は北硫黄島だそうですが、上陸は、た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           北硫黄島沖にて 
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やすく出来そうにはありません。船は

微速前進でこの島の近くで日食を見る

ことになります。 

８時半にそのまま観測場所へ荷物を

持っていくべく、望遠鏡などの荷物を

準備してホールに行きます。ホール内

で希望場所別に分かれます。ところが

６階船首部希望の人が結構多いのに気

づき、場所を広く取りたいので、坪内

氏と相談して観測場所をトップデッキに変えることを決断します。 

観測場所は、トップデッキ（8F 前方から中央）、プールサイド（8F中央）、

サンデッキ（7F 中央）、スポーツデッキ（6F 後部）、船首部（4F～6F）に分

かれました。 

途中まではエレベーターですが、後は階段で上がります。トップデッキに

上がる人は識別のため服に VISITOR というシールを貼り付けます。 

しばらく待った後、船員のチェックを受けてトップデッキへ上がります。

真ん中には電線があるので、それを避け、煙突とレーダーの中間の南側（右

舷）に陣取ります。海寄りに近づいた人は、船員から下がるように注意され

ていました。海に落ちたら船は止めなくてはいけないし、日食どころではあ

りません。この船でベトナム沖で行方不明になってしまった女子学生がいた

ので神経質になったのかもしれません。 

振動があるのでエンジンを止めてほしいところですが、船は止めると却っ

て揺れますので、船の速度は数ノットの微速前進です。煙突からの煙も気に

なるところですが、幸いに風上で影響はありません。海は凪いでいてほとん

ど揺れは感じないのですが、ビデオカメラの液晶画面を見ると、よく揺れて

います。３回往復して荷物を上げることが出来ました。 

ビクセンの赤道儀をセットし、動かしてみると視野内を不規則に振れます

が、視野からはなんとか外れません。

部分食も撮影しますが結局余りプリ

ントもしないのでほとんど撮影せず、

皆既を待ちます。 

望遠レンズ、望遠鏡のセットをし

ますが、太陽は天頂近くにありカメ

ラの液晶画面を見るのに苦労します。

一眼レフはニコンとキャノンがあり

操作方法が違うこともあって苦労し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            日食後の船内位置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
トップデッキにて、左から岡村、青木、坪内 
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ます。せめて基本的な操作ボタンは標準化してほしいものです。段ボール箱

に入れたＰＣに接続してカメラをコントロールする予定でしたが遮光が不十

分なため、液晶画面はよく見えませんでした。予想以上に明るかったのでし

ょうか。 

空は、快晴というわ

けでもなく、雲が所々

にあります。皆既の時

にかからないことを祈

ります。2008 年は中国

の三塘湖の悲劇で皆既

中のみ雲にかかる結果

になっただけに不安は

募ります。 

暑いと思っていまし

たがシルクロードの酷

暑とは比べものになら

ないくらい楽です。甲板も思ったほど熱くありません。体を冷やすためにあ

れこれ持ってきたものは、そのまま持ち帰りとなりました（2008 年の中国日

食では、全部使い切りました）。 

皆既が近づくとニッコール 8-mm＋EOS Kiss Digital を空に向け撮影を開始

します。皆既前後でインターバル撮影して後でアニメーションにする予定で

自動露出にします。後で見ると皆既中も薄い雲が前を横切っています。見て

いるときは、全然気づきませんでしたが、飛行機も飛んでいたようです。金

星、水星が見えてきます。 

いよいよ、第２接触を迎えます。どよめきのなか皆既になりました。初め

ての船での日食ですが、幸運なことにスペースも十分で、揺れも少なく恵ま

れた条件であったと思います。モニターで見ると魚眼レンズでは２等星あた

りまで写っているようですが、残念ながらプリントには表現できないのが残

念です。 

船なので死角以外の水平線には雲がありますが、夕焼けのように見えます。

手元はそんなに暗くなったような気はしませんでした。 

コロナは、淡く東西に延びており、詳しい様子を双眼鏡でも見ました。肉

眼で思わず、見ほれてしまって、撮影に時間が割けず撮影枚数は、今までの

日食では一番少ない枚数でした。高橋の FC60 にテレコンバーター（×1.6）

を付けて撮影しましたが、ダイヤモンドリングやコロナのゴーストが出てし

まいました。一眼デジカメでの動画で撮る計画もしていましたが、すっかり 

 
 
                  ふじ丸での観測風景 
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忘れてしまいました。時間があると思ってゆっくりしすぎたかもしれません

が、写真やビデオを撮るのに振り回されるよりいいかもしれません。 

長い皆既にも終わりが来ます。あっという間に第３接触です。 

みんなで拍手です。まだ部分日食が続きますが、撮影は途中で切り上げま

す。皆既が終わってから気がついたのですが、近くに客船が見えます。コス

タ・クラシカらしいです。とても大きな船で双眼鏡で見ると多くの人がトッ

プデッキに上がっているの

が見え、お互いの汽笛の交

換もありました。 

いつもの事ながらいろん

な機材があって見て回りま

す。マスコミの人も機材を

持ち込んで撮影したものを、

処理して送信していました。

あちこち放浪しているうち

に日食も終わりました。 

また、数往復して機材を

部屋に戻します。同室の小

田川氏も、よく見られたと

のこと。 

夕暮れには、グリーン・フラッシュを期待して船首に行きます。すばらし

い夕焼けと積乱雲がとても美しかったのですが、残念ながらグリーン・フラ

ッシュは、雲もあり見ることはかないませんでした。船は、とてもゆっくり

と小笠原に向かいます。 

船の売店で、この船のここで見たと説明しやすいと思ったので、記念にふ

じ丸の模型を買います。 

スポーツデッキでの観望会の後、ベランダ（船内のフリースペース）で日

本天文同好会のメンバーでの打ち上げがあったのですが、何度行っても誰も

いないので、そのまま寝てしまいましたが、翌日聞くと遅くから始まって、

未明まで続いたようです。みなさん大変お元気ですが前の夜も未明まで起き

ていたので体力が持ちませんでした。 
 

朝起きた時にはもう小笠原の父島に着いていました。しかし、岸壁には着

岸せずに湾内にブイに係留されていました。珊瑚の保護のため深い港にする

ことができず、大型船は着岸できません。おがさわら丸は、着岸できていま

した。喫水の深さで分けられるのでしょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   2009 年７月 22 日 11 時 26 分． 露出 80 分の 1 秒 
    400-mm f/5.6 レンズ＋Canon 5D Mark2 ISO800 
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携帯電話にやっとメールが入り通話も出来ます。航海中、情報はテレビも

ネットも通ぜず、情報源は公衆電話しかありません。電話以外の唯一の外界

の情報は、共同通信の電送新聞で

した。いろんな場所の日食の状況

がメールで入ってきます。どうや

ら好条件で見ることが出来たよ

うです。 

ここでは、また自衛隊の艦船や

ら飛行艇が見られます。救急の患

者が出たときは飛行艇で硫黄島

に運ばれそこからまた本土に送

られるそうです。さらに急ぐとき

は、直接行くことになっているそ

うです。 

事前に父島でのオプションの申込みをしており、午前は、二見湾歴史と自

然のクルーズ、午後はシュノーケル体験です。すぐに満席になりましたが、

幸いに両方とも希望通り行くことができました。それぞれ 25 名、18 名の参

加です。 

 タラップを降りて漁船に乗り、父島に上陸します。船に乗れば、あっとい

う間に到着します。船が着いたところではＪＡが果物などを無償提供してま

す。好物のパッションフルーツを頂きました。のちほど、お店でたくさん買

って帰りました。 

二見湾歴史と自然のクルーズは、いわゆるグラスボートで出かけます。こ

こでしか見られないという枕状溶岩や第 2 次大戦時の旧日本軍のトーチカ跡、

沈船も残されています。船底のグラ

スの向こうには枝珊瑚が見えます。

水深がある割にはっきり見え、透明

度が高いことがわかります。 

ふじ丸でも昼食は出るのですが、

一度亀肉を食べたいと言うことで

島寿司というお店で亀寿司を食べ

ました。海亀は制限がありますが、

捕獲され一部は食用に、他は保護団

体に買い上げされているようです。

そんなに変わった味でも無いので

すが、マグロの脂のない身のような食感で、すごくおいしいと言ったもので

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       手前はふじ丸、奥はおがさわら丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              枕状溶岩がよくわかる 
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もありませんでした。そんなに消費されるわけでもなく残りは缶詰にされて

いるそうです。 

お昼を平らげて青灯台に行くと、ふじ丸への便がお昼休みで休止されてい

たので、港の周りを散策します。スーパー、生協、売店、郵便局まで行きま

したが、日食Ｔシャツは残念ながら売り切れで、日食クッキーや日食ガムな

るものを買いました。日食記念定額貯金というのもありましたが時間もなく

出来なかったのが残念です。 

午後は、シュノーケルで、ふじ丸に戻って水着に着替え、青灯台に行きま

す。意外に水温が低く感じて寒い思いをしました。体調が今ひとつだったの

かもしれません。透明度は、やはりとても高くて濁りもなく、快適なシュノ

ーケルを楽しめました。沈船（輸送船）は海底で上部のみ見えていますが、

急に空が暗くなり猛烈な雨が降り出したため、明瞭には見ることが出来ませ

んでした。 

 予定では父島に戻るはずでしたが雨のため、直接ふじ丸に送ってくれまし

た。他のオプショナルツアーや自分で父島探索をされていた方々はスコール

に遭ったため、足止めになったりずぶ濡れになったりで、しばらくは洗濯室

の洗濯機や乾燥機はフル稼働状態になって私の洗濯は翌日になりました。 

名残惜しいが夕方には早くも出航です。演歌をスピーカーで鳴らしながら

漁船やシュノーケルで乗った船も湾口まで併走して見送ってくれます。 
 

早朝の６時前に起きると（夜型の私も航海

中は朝型になりました。帰ったとたん戻って

しまいましたが）、孀婦岩（そうふいわ又は

そうふがん）が見えるとのこと。たぶん一生

に一回しかお目にかからないだろうと思うの

ですが、海底火山の先端で周りの山裾が波で

削れて中心部だけ鉛筆の芯のように出ている

そうで、まさに岩なので、これは日本領土で

はないとの事でした。ここにも海鳥がいて、

岩も鳥の糞で白くなっているのが望遠レンズ

で見えました。登るのはかなり難しそうです。 

８時過ぎには孀婦岩の北にある鳥島に接近

します。今は無人島なのですがかつて気象観

測所がありました。建物は残っていましたが

もちろん荒れ果てているのでしょう。白い噴

煙か雲が見えます。遠くてよくわかりません

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 孀婦岩 
     （そうふいわ, 又は, そうふがん） 
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が、火山活動はあるそうです。アホウドリはシーズン外なのか全く見当たり

ませんでした。 
 
朝食を終えると本日は操舵室を公開するそうです。並んで待っているとチ

－フパ－サ－の星野氏と話していて神戸港のペナントがないですね。寄港し

ないのですかと尋ねるともちろん

あるとのこと。寄港すると歓迎行事

もあり、その都度各港のペナントが

贈られ操舵室手前でそれらが飾ら

れています。昔、神戸市の港湾局に

いましたと話しをすると大阪商船

三井でお世話になっていますと、と

ても親近感をもってくれました。 
 
最初は、少人数でしたが、次第に

人は増えてきました。船長さん、女

性の船員さんと一緒に撮らせても

らいます。いろいろな計器、海図な

どありまして詳しい大西氏に教え

てもらいます。海図もあってデジタ

ルとアナログの両方を運用してい

ました。ブリッジの横に出ると日食

の時に通ったトップデッキへの通

路が見えました。 
 

早朝には紀伊水道を通り、８時頃には明石海峡大橋にさしかかり、10 時に

は姫路港に入港しました。終了式がホールであり。講座に全部は出席できま

せんでしたが、終了証書はいただけました。最年長の男性の方が代表して受

け取っていらっしゃいました。 

最後のイベントはフェアウエルランチです。これもウエルカムランチと同

様、立食でしたが船員さん達へのお礼やらビンゴゲームやら和気相合のうち

に長いような短い旅は終わりました。 

船の中では公開講座の他、サイエンストーク、フリートーク、シャンソン、

アクアマリンのコンサート、写真教室、ピアノ演奏、お茶席、マジックショ

ー、筑前琵琶やチェンバロ演奏等イベントが盛りだくさんで、とても全部の

出席は叶わなかったのが残念でした。また写真展や日食Ｔシャツコンテスト

もあり、今までの日食ツアーとは、随分違って楽しめたのが印象的でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 操舵室にて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     フェアウエルランチにて, 中央右が船長 
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外はずいぶんと雨が降っています。なにかの間違いで下船は一番になりま

した。船員さんや船のスタッフ達がずらりと並んでお見送りです。坪内氏を

待たせて車を取りに行き、姫路駅まで送ります。姫路の妹の家に行って土産

を渡して家路に着きました。帰ると予

想通り美食と運動不足のせいか、2-kg

ほど体重は増えていました。 

本当に黒田さん始めスタッフの皆様

方、船員・船のスタッフの皆様方、あ

りがとうございました。 

おかげさまで楽しい旅を過ごし、す

ばらしい日食を見ることが出来ました。

さらに日食病が悪化しそうです。また、

新たに日食病に感染した人も多く出たことでしょう。それでは、またどこか

の空の下でお会いしましょう。 
 

 

 コンピュータを駆使して、同時に何台もの望遠鏡を扱う板垣氏であるが、

最近の氏の観測室の様子が送られてきた（写真）。氏の観測所は、自宅から約

6.0-km離れた山中にある。その観測所でのパソコンは、全部で12台になった

とのこと。氏は「お笑い下さい」というが、私のオフィスのパソコンの数よ

り多くなってしまった。しかし、いったい何が、そんなに天体の発見という

作業に氏を誘うのであろうか……（中野記）。 
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茨城県古河市：�川 �見 K. Hayakawa 

（天界 12 月号 p.531 からの続き） 
 
 宗休とは、吉富宗休という土井家が現地大坂で雇い入れた茶人を指してい

る。ちなみに天保７年(1836)12 月 26 日の条に『吉富宗休、奥入被仰付申渡』

とあり、(天保８年)丁酉四月御用召下調によれば『御茶道 吉富宗休』と記

してある。当時土井家では、このような現地茶人を、藩主の側近に雇い入れ

て情報収集などに重用していたことが分かっている。また長尾とは、家老長

尾但見定次を指している。 
 
天保９(1838)年２月 21 日の条には、 

一、国友藤兵衛へ返書、長尾へ頼、使参候ハゝ渡遣候筈。 

※筆者注： グレゴリー式反射望遠鏡が正式に納入されたことから、国友藤

兵衛の使者が参れば代金を支払うという交渉を記したものである。この代金

支払いの交渉は泉石より家老長尾但見定次に一任されているようである。 
 

 天保９年(1838)２月 23 日の条には、 

一、テレスコッフ、大振ニいたし差上候付三両、箱と台三両弐分、昨日但見

宅ニて国友家来へ渡候。受取書出候間、昨日四両渡候内、二分納、三両新受

取被申候。 
 
※筆者注： 先に２月 13 日に納入された国友藤兵衛作のグレゴリー式反射望

遠鏡の代金支払いについて、土井家では 22 日に 4両、翌 23 日に 3両と 2分

割にて計 7両を支払っているようである。この交渉は鉄砲御用を通じて、藤

兵衛と大変入魂であった家老長尾但見定次が担当している。 

 天保７年 11 月に藤兵衛が諸大名等を対象に受注を募った『乍恐書付を以奉

願上候』によれば、藤兵衛は見本とした成瀬隼人正(尾張徳川家の附家老で犬

山城主)のオランダ製グレゴリー式反射望遠鏡の購入代金が 85 両であったこ

とから、はじめ売渡代金も同額の線を考えていたらしい。しかし火急に資金

が必要となったことから、勉強して 70 両でどうかと打診している。 これと

比較すると土井家からの藤兵衛の支払額は7両であるから1/10とびっくりす

るような割安となっている。 

 磯田道史氏の拝見・武士の家計簿によると当時の 1両小判は、現在の 30

万に相当するという。そうするとこの国友藤兵衛作のグレゴリー式反射望遠
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鏡は現在では 210 万円に相当するということになる。これは現在でも新車の

普通乗用車が一台購入できる価格である。 

 国友藤兵衛ははじめ売却を目的に望遠鏡を製作したわけではなく、天保の

飢饉から急遽資金が必要となった経緯がある。恐らく大坂城代土井利位との

交渉は、売却以前の話であったことから、既に実費相当でよいとの約束が存

在していたのであろう。 
 

 天保 10 年(1839)２月 9日の条には、 

 …足立父子テレスコッフ、自分宅ニて拝見不苦被仰出。 

※筆者注： 古河藩主土井利位の京都所司代在職期間は天保 8年 5月～同 9

年 4月までと 1年弱であった。その後、藩主土井利位をはじめ家臣等は、み

な江戸の土井家屋敷にもどっている。なお利位が幕閣老中に就任するのは、

これより少し先の同年 12 月 6日になってのことである。 

 ここの足立父子とは足立左内信頭と足立重太郎信順を指している。足立左

内は大坂の麻田剛立の門下の出身で、天保 6年（1835 年）に幕府より天文方

を拝命していた。 

 左内の過去には、文化８年（1811）ロシアの軍艦ディアナ号艦長のゴロー

ニンが日本に抑留された事件があった。そのとき彼はたまたま松前藩に出張

していたことから、幽閉されていた艦長ヴァーシリー・ゴローニンからロシ

ア語を学ぶ機会を得ている。このことから文政年間にはロシア語の通詞を務

めた経験も持っていたのである。 

 鷹見泉石と足立左内との親交は、まさにこのロシア関係が発端であったら

しい。 

 天保５年(1834)７月 18 日の条によれば、 

一、 足立左内参、魯西亜文字、彼国諺等、認呉候。 

 足立左内信頭が鷹見泉石に対しロシア文字やその風俗、習慣、ことわざ等

についての教示を受けたいと、彼のもとを訪れたというもの。蘭学者泉石は

海外事情にも大変長じており、ロシア関係にも相当造詣が深かったのであろ

う。 

 泉石は以前から親交のある足立左内信頭が幕府天文方に就任したことから、

彼に国友藤兵衛作の望遠鏡の件で指導を受けようと申し入れをしたところ、

左内から自宅にて拝見したいと申し出があったもの。 

 天保 10 年(1839)２月 11 日の条には、 

足立左内様へ参、テレスコッフ為御見可被成段申談候。 

※筆者注： 鷹見泉石が幕府天文方足立左内のもとを訪れ、国友藤兵衛作の

グレゴリー式反射望遠鏡で一緒に観望することを楽しみにしているという歓
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談をしたものである(互いの親交の深さを連想させる)。恐らくこの時に足立

左内自身は、国友藤兵衛作のグレゴリー式反射望鏡の実物を手にとって見た

のに相違ないと思われる。 

 天保 10 年(1839)２月 14 日の条には 

一、 足立左内様より御手紙、テレスコッフ拝見可被仰付難有候処、迚之儀、

四月上旬ニ成候ハゝ木星七星可相見、其節願度申来。 

※筆者注： 足立左内は泉石に対し国友藤兵衛作のグレゴリー式反射望遠鏡

で天体観測する予定については、4月上旬になると木星、北斗七星の観測好

期となるため、その節に拙宅を訪問されたい…と手紙で申し入れて来たもの

である。ちなみに天保10年４月１日は西暦に換算すると５月13日にあたる。

午後７時頃でみてみると、木星はおとめ座付近にあって確かに見頃となって

いる。火星は獅子座付近にあってちょうど南中頃。宵の明星金星もおうし座

付近にあって観測可能となっている。七星とは、北斗七星のことであろうか、

大熊座も天高くにあり見頃となっている。 
 
 天保 10 年(1839)２月 28 日の条には、 

一、国友藤兵衛、刀剣製方之書付写差上候。 

※筆者注： 江州長浜城下国友村の国友藤兵衛から鷹見泉石のもとに『刀剣

の製法』の書付の写しが送られてきたというもの。 
 
 天保 10 年(1839)３月 12 日の条には 

一、夕他行。足立左内様へ参。 

※筆者注： 泉石が幕府天文方足立左内のもとを訪れているが、用件につい

ては記載がない。 
 

 天保 10 年(1839)５月 20 日の条には、 

一、山岸渓右衛門より、テレスコッフ御目鑑上候様申越候処、御下ケハ無之

段御受申上、御手元ニ有之。 

※筆者注： 山岸渓右衛門とは先の泉石日記に登場している山岸次郎八と同

一人物である。通称名を次郎八から渓右衛門へと改称している。実名は正服、

藩主土井利位の御小納戸役で 20 人扶持であった。彼は国友藤兵衛製作のグレ

ゴリー式反射望遠鏡について操作方法、メンテナンスなどを、製作者藤兵衛

から一貫して直接指導を受けた人物である。望遠鏡の保守管理は渓右衛門が

担当していたのである。 

 ここの上様とは、古河藩主土井大炊頭利位を指している。望遠鏡が渓右衛

門から主君土井利位に上納されたのである。家臣等に払い下げることはなく、

望遠鏡は藩主利位の管理下となりコレクションの一つになったようである。 
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このことは、同時に、国友藤兵衛製作のグレゴリー式反射望遠鏡が、泉石を

はじめとする家臣等にとっては、もはや手の届かぬ世界にまで行ってしまっ

たことを意味している。 

 これ以降に泉石日記には、国友藤兵衛製作のグレゴリー式反射望遠鏡に関

する記事は、残念ながら一切ない。 
 

 天保 11 年(1840)６月 10 日の条には、 

○国友作弩、損出来、御下ケ。国藤兵衛へ遣候積。 

※筆者注： 先に天保７年 11 月 14 日に国友藤兵衛から購入した射撃用の武

器の一種『弩』が破損したため、江州国友村の国友藤兵衛のもとに修理に出

すつもりでいるというもの。 
 
 天保 11 年(1840)６月 25 日の条には、 

○鉄御弓折レ直、国友藤兵衛へ遣、不破久吾へ申聞、同人手紙添上書、同人

名ニて松原屋甚兵衛え遣、元方へ遣。 
 
※筆者注： 武器である弩の鉄弓が折れてしまったことから、製作者国友藤

兵衛のもとに修繕を依頼したというもの。不破求吾重潜は当時 62 歳、12 石 5

人扶持で藩の御祐筆と併せて御入ケ掛を担当し、藩の物品の仕入れ御用を任

されていたらしい。弩の鉄弓の修繕に関しては、不破求吾に一任されている。 
 

 天保11年(1840)12月３日、国友藤兵衛重恭は郷里国友村で病のため永眠。

享年 63 歳。 

 この訃報は、すぐさま泉石等土井家中にも伝わったに相違ない。ただし、

現存する泉石日記には、藤兵衛の訃報に関する記事はないようである。 
 

 この小論で一部紹介した鷹見泉石日記をはじめとする鷹見泉石関係資料

3,157 点は、平成 16 年 6月に国指定重要文化財に指定され、現在国宝に準じ

る取り扱いがなされている。恐らく近い将来国宝に指定される可能性も高い

ものとみられる。 
 
 筆者にとって泉石日記に国友藤兵衛に関する記録が記されているとは、日

記が公刊されてはじめてその事実を知った。この分野は地元古河でも江戸時

代から今日に至るまで先行研究は皆無。今まで一度も話題にすらのぼったこ

ともないのが実情である。その意味で、この拙論に史料誤読やいろいろと問

題点があるとしても、やはり論文としてまとめておくことには、少なからず

意義があろうと考えています。 
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 今回、小論で紹介した国友藤兵衛製作のグレゴリー式反射望遠鏡について

は、日本人がはじめて製作した反射望遠鏡として、現在国内で４台が確認さ

れているという。 

 その内訳は、滋賀県長浜市国友町の国友藤兵衛の生家に 1台、彦根城博物

館に 1台、長浜城歴史博物館に 1台、長野県上田市立博物館に 1台、とそれ

ぞれ所蔵されているという。 

 そして、現在でも国友藤兵衛製作によるグレゴリー式反射望遠鏡の追跡調

査は続いており、土井利位と成瀬隼人正に納入された二台の存在が確認され

ていないと云われている。 

 もし、今古河市内に、ここで紹介した国友藤兵衛製作のグレゴリー式反射

望遠鏡が伝存していれば、まず間違いなく市指定文化財となり、恐らく古河

歴史博物館に展示されていることであろう。 

 末尾となりましたが、この小論を執筆にあたって郷土史家川島恂二先生(眼

科医、医博)からいろいろとご指導をいただきました。ここに厚く感謝申しあ

げます。 
 

  鷹見泉石日記 全 8巻 古河歴史博物館編 吉川弘文館行（2001 年～2004 年） 

  鷹見家歴史資料目録 古河歴史博物館編 古河市教育委員会発行（1993 年） 

  渡辺敏夫 近世日本天文学史 観測技術史(上)(下)2 冊 恒星社厚生閣（1986 年、

1987 年） 

  明治前日本天文学史 改訂版 日本学士院編 野間科学医学研究資料館（1979 年） 

  有馬成甫 一貫斎国友藤兵衛伝 武蔵野書院（1932 年） 

  忠実に復元された江戸時代のグレゴリー式反射望遠鏡 月刊天文 地人書館 

（2000 年 7 月号） 

  冨田良雄 江戸時代の国産反射望遠鏡 天界 東亜天文学会（2000 年 6 月号） 

  湯次行孝 国友鉄砲の歴史 別冊淡路文庫 5 淡海文化を育てる会（1996 年） 

  日本アマチュア天文史編纂委員会編 日本アマチュア天文史 恒星社厚生閣（1987

年） 

  木辺成麿 新版反射望遠鏡の作り方 誠文堂新光社（1967 年） 

  星野次郎 天文教室 反射望遠鏡の作り方 恒星社厚生閣（1966 年） 

  星野次郎 天文ライブラリー 反射望遠鏡の作り方 恒星社厚生閣（1974 年） 

  原田光次郎 初心者のための天体望遠鏡の作り方<屈折編> 誠文堂新光社（1970

年） 

  磯田道史 拝見・武士の家計簿 ＮＨＫ知るを楽しむ歴史に好奇心 日本放送出版

協会 （2006 年 6～7月） 

  早川和見 鷹見泉石研究ノート(1)国友藤兵衛のグレゴリー式反射望遠鏡を中心と

して 古河郷土史研究会会報第 47 号（2009 年） 
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速報部：中� 主� S. Nakano 
 
 1982年２月８日、天文電報中央局にサイデング・スプリングのラッセルか

ら、ハートレイが1.2-m U.K.シュミットで２月５日と６日におとめ座を撮影

したプレート上に２個の新彗星（1982bと1982c）を発見したというテレック

スが届いた。その１つ（1982b）は14等級、もう１つ（1982c）は17等級であ

った。しかし、彗星の

形状については何も知

らされていなかった。

テレックスでは、暗い

彗星は、明るい彗星か

ら東南東に約43'ほど

離れた位置を同じ方向

に同じ速度で移動して

いた。このため、この

２個の彗星は、何らか

の関連があることがつ

け加えられていた。こ

の情報は、直ちにIAUC 

3663に公表された。 

 その２日後の２月11

日に発行されたIAUC 

3664では、サイデング・スプリングからこれら２個の彗星の２月７日に行わ

れた観測が届いたこと。そこには、この彗星には、いずれの日にも、短い尾

が見られていることがつけ加えられていた。さらに続く２月８日には、オー

クリッジ天文台でも、折りからの満月の月光の中で追跡観測が行われ、その

観測が報告された。同じIAUC 3664（別刷り）には、中央局のマースデンが２

月５日から８日までに行われた４個の観測から決定した放物線軌道と楕円軌

道が公表された。続いて、同日発行されたIAUC 3665では、軌道の再検討が行

われ、1982bの軌道の近日点通過を６日遅らせると1982cの観測が表現できる

こと、ジェット推進研究所のセカニナの解析では、この２個の彗星は、１つ

の彗星から分裂したこと。その主核は、暗い方の1982cで、明るい1982bは副

核で、今後、急速に暗くなることが伝えられた。 

 

       ハートレイ彗星（1982b と 1982c）の発見写真 
       1982 年２月 5/6 日（1.2-m U.K. シュミット） 
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 これらの発見情報は、テレックスで我が国にも届いていた。この当時、国

内でテレックスによる天文電報を受けられるのは、東京天文台（当時）や日

本平天文台などの限られた施設だけで

あった。東京天文台では、香西洋樹氏が

国内の観測者のためにその配信をして

くださっていた。この彗星の発見を知っ

た芸西の関勉氏は、２月17日にこの２つ

の彗星を観測し、その観測は、香西氏に

連絡され、東京天文台からテレックスで

中央局に送られた。そして、これらの観

測は、私にも伝えられた。 

 さっそく、公表されている２月５日か

ら関氏の追跡観測まで５個の観測から

軌道を決定した。みごとな楕円軌道が計

算できる。このとき、長谷川一郎氏が山

本速報No.1970（1982年２月11日発行）

に掲載してくれていたデュトア周期彗

星（1945 II）の予報が頭に浮かんだ。

デュトア彗星は、1945年の発見時以来、見失われていた彗星で、その予報軌

道と、たった今、計算された新彗星の軌道を比較すると、ハートレイ彗星は、

デュトア彗星そのものであることがわ

かった。大急ぎで、このことを大先生に

連絡し、この同定を香西氏に伝えてもら

った。香西氏は、ただちにこのことを中

央局にテレックスで連絡してくれた。こ

の同定は、２月19日発行のIAUC 3668に

公表された。そこには、デュトア彗星と

ハートレイ彗星（1982c）を結んだマー

スデンによる概略の連結軌道も公表さ

れ、この同定が正しいことが伝えられた。 

 それから、約20年後の2003年になって、

シドニー（オーストラリア）で、IAU総

会が開催されることになった。その開催

中に、サイデング・スプリングを訪れる

ことを計画した。もちろん、主たる目的

は、友人のロブ（マックノート）に会う
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ことであった。しかし、彼とは、すでに何回か、ハーバード訪問の際に会っ

ているため、このできごとが今でも鮮明に残っている私にとって、できれば、

ハートレイ氏に会いたい…という思いもあった。以下、そのときのサイデン

グ・スプリング訪問記を掲げる。なお、これは「天文ガイド」2004年１月号

に掲載した記事に加筆したものである。 
 

 

サイデング・スプリング訪問記 
 
�サイデング・スプリング� 

 ディビット（アッシャー）とは、次の７月16日（2003年）に会場でちょっ

と目にしただけで、オ－ストラリアでは、最後まで会えませんでした。その

16日、ロブ（マックノート）から１通のメイルが届きます。そこには「クレ

ットのティチ・ティカ夫妻が、総会の期間内

にサイデング・スプリング天文台（SSO）を

訪れることを希望している。彼らと合流して

はどうか？」と書かれてありました。さっそ

く、彼らを探し『一緒に行かないか』と聞く

と、彼らは「列車で８時間から10時間もかか

ると言うので、あきらめた」と言うのです。

そのため、結局、一人で行くハメになります。

18日になって、このことをロブに知らせると、

彼から「Yes!  ここにくるには、列車では10

時間から12時間かかるし、サ－ビスも多くな

い。車では６時間から７時間ほどかかるだろ

う。それでは、１日、２日の日程でここには

来れない。でも、早く来い。待ってるぞ……」

というメイルとともに、バスと鉄道、９時間で行けるというXTP高速列車があ

ることを教えてくれました。そして「リッチならば、４つの町へ飛行機が利

用できる。ディビットを探せ。助けになる」と書かれてありました。 

 それから２日間、SSOへの行き方をディビットに聞こうと思って、彼を探し

ましたが、見つかりません。そこで、７月20日にIAUのツア－デスクに出向い

て、サイデング・スプリングへの行き方を聞きました。『１日で行って来た

い』というと「それは、難しい」と言いながら、彼女は「でも、１晩で行っ

て来ようと言うのなら飛行機が良い」と言って、航空機で行く３つのル－ト

（ク－ナバラブラン、ダボ－、ナラブリ）と航空券を予約するためのウェッ

ブ・サイトを教えてくれました。 

 

 アシャー氏（ブルーマウンテンにて）
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 コンピュ－タ・ル－ムから、彼女に教わったサイトにアクセスしてみると、

ク－ナバラブランには１便、ダボ－には５便、ナラブリには２便の飛行があ

ります。そして、そこにあるRed-Dealという表示に目が止まります。１日に

１便あって、他のチケットに比べると破格に安い価格です。横にいたダン（グ

リ－ン）に『おい。このチケットは、他のものとどこが違うのだ』とたずね

ると、「俺に聞くな。オ－ストラリア人じゃない。でも、何かのペナルティ

－があるのだろう。価格が1/2から1/3なんだから……」と言います。行きも

帰りも、このチケットを利用するとなると、ナラブリには、往路しかこの便

がありません。また、時刻的にも都合が良いのは、ダボ－への到着、出発便

です。そこで、これらの状況をロブに知らせ、そして『この２日間、ディビ

ットを探したが、見つからなかった。そこでIAUツア－デスクに行って、きみ

が知らせてきた３つのル－ト（列車、バス、航空機）のどれが良いかをたず

ねた。私は、カンタスのウェッブ・サイトに片道149ドルの格安のチケットが

あるのを見つけた。もし、このチケットを購入するとなると、時刻的にも都

合の良いダボ－到着ということになる。つまり、出発は７月22日14時25分発、

帰りが７月23日12時55分発だ。これで良いか』というメイルを送りました。 

 すぐ、返事が届きます。そ

こには「ナラブリに来てくれ

る方が良い。というのは、私

の家族はナラブリに住んでい

る。私も週に何度かそこに帰

る。そこは、ダボ－よりク－

ナバラブランに近い。SSOから

ダボ－へ行ってSSOに戻るの

は５時間かかる。しかし、SSO

からナラブリに行ってSSOに

戻るには３時間ですむ。地図

を送るからそれを見てくれ」

と書かれてありました。しか

し、当時のUNIXの端末で読んでいるのです。メイルにつけられた地図は見る

ことができません。『どうしょうかなぁ……』と思っていると、１分後のも

う一度、「Oh yes! 来る日は問題ない。時刻を考えると、ダボ－まで迎えに

行こう」というメイルが届きます。そこで『７月22日にダボ－に行くことに

する。もし、ダボ－に迎えに来ることが大変ならば、そこからバスを使って

もよいし、知合いがいるのなら拾ってもらってもよい』というメイルを送り

ました。すると「Okay。ダボ－で会おう。もう一度、予約が終ったら、便名

SSO から眺めた西の空．この３年後の 2007 年１月，ここか
ら、この空にマックノート大彗星（2006 P1）を眺めた． 
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と時刻を教えてくれ」というメイルが届きます。もちろん、このとき、SSO

とこれらの都市がどのような位置関係にあるのか皆目わからないまま、時刻

的にもっとも都合の良い、ダボ－からの便を予約することになります。その

予約状況をウェッブ・ペ－ジ上から、直接、ロブに送り、そのことをメイル

でも知らせました。最後に、ロブから「Okay。火曜日に会おう。お前にまた

会えるのは楽しいことだ」というメイルが届いて、二人のやり取りは終了し

ました。 

 ７月22日午前、早起きして、ロ－カル便が出発する空港に向かいます。国

際線の１つ手前の駅で下車して、空港をしばらく見学した後、飛行機に乗り

込みました。ツ－ソンとフラッグスタッフ

間を運行しているのと同じ、乗客30人ほど

の双発機（Dash 8）でした。それにスチュ

ワ－デスが、とても愛想の良い奇麗な人で

した。『これじゃ、もっと乗っていたい』

と思っているうちにダボ－に着いてしま

いました。空港に入ると、すぐ、ロブが出

迎えてくれました。ず～と、以前にも書き

ましたが、著名な観測者には、毛のない人

が多い。きっと、寒風の中の観測で頭の毛

が吹き飛んでしまったのです（天文ガイド

1995年10月号参照）。でも、CCD観測では、

その心配すら、吹き飛ばされてしまったこ

とでしょう。さっそく、車に乗って、SSO

を目指しますが、時速100-Km以上で走れど、

走れど、着きません。途中のビナウェイと

いう町によって買物をします。ロブに「もう30分くらいなのか」とたずねる

と「いや、まだ、１時間以上かかる」ということでした。途中で日没となっ

て、あたりが真っ暗になったころ、ク－ナバラブランに到着です。ここから

天文台まで40分くらいとのことです。 

 天文台に向かう道の途中には、カンガル－が倒れています。ふと、暗闇の

中を見ると、何本もの木のように見えるのがカンガル－の集団です。SSOの彼

らのド－ムにつくと、ゴ－ドン（ガラッド）が出迎えてくれました。彼とは、

1999年にロ－エル天文台で会って以来、約４年ぶりの再会です（天文ガイド

1999年９月号参照）。彼も、やはり、毛がありません。従って著名な観測者

なのでしょう。太陽が沈んで間もないというのに、もう観測をしています。

ロブが彼らの望遠鏡を見せてくれました。まるでドラム缶のつなぎ合わせの

主力の 1.0-m 反射とロブ・マックノート 
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ような 1.0-m望遠鏡ですが、オ－クリッジの1.5-mよりは、まだ近代的です。

私がオ－クリッジで観測していたのは、まだ、写真時代のことです。その焦

点距離が長く、ニュ－トン焦点でガイドをするには、下を見ると恐いような

『落ちると死ぬなぁ……』と思う場所、床から12-mもの筒先でガイドする必

要がありました。それに比べ、CCD観測では、その危険性もなくなりました。 

 『さぁ、これから観測するぞ』と思っていると、19時頃に曇ってしまいま

した。そのため、彼らの宿舎に行って、食事をすることにしました。ゴ－ド

ンが、ライスの入ったトマトソ－ス煮を作ってくれました。ライスが、まだ、

豆のように固く、食べられたものではありませんが、お腹がすいていたので、

おかわりをしました。しばらく雑談をしていると、過去に 1.2-m U. K.シュ

ミットで撮影した彗星を見せてくれました。その中に1982年に発見されたデ

ュトア・ハ－トレイ彗星（1982b、1982c）がありました。発見プレ－トでは、

17等級のＡ核とＢ核が幅いっぱい離れて、大きく写っていました。『私が、

この彗星を1945年に出現したデュトア彗星と同定したんだ』と言って、それ

を複写しようとしていると、「写真があるから、それをあげる」とロブが言

います。『写真の上にハ－トレイのサインが欲しい』と頼むと、「明日、彼

に会えるから聞いてみるといい……」。そんな話をしていると、ゴ－ドンが

「良く晴れた」と言ってとん

できます。そこで、再び、ド

－ムに戻り、観測再開です。 

  その後は、好天に恵まれ、

新発見されて間もない天体を

順に追跡します。私も、何枚

か撮ってみました。７月19日

に発見された18等級のLINEAR

彗星（2003 O1）も撮りました。

『これが18等級の彗星か』と

思うほど明るく、中口径＋CCD

で写した14等級ほどの明るい

イメ－ジで写っています。ま

ったく、貧弱な小中望遠鏡で観測するのがアホらしくなるくらいの写りです。

『それじゃ、この星は何等なんだ』と思って、少し暗めの星をポイントする

と、20.3等です。『えぇ……。そんなに暗いのが写っているのか』と思いな

がら、もう少し暗い星をポイントすると、何と『22.8等！』です。『ほんま

かいな？』と思ってしまいます。しかし、ｆ数が８と暗い、つまり、焦点距

離が8-mと長い上、露光を５分以上かけているために、こんなに暗い星も写る

 

  観測室のロブとゴードン（1.0-m 反射望遠鏡制御室） 
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のでしょう。もちろん、空のベ－スも充分暗いのでしょう。位置観測は、順

次、小惑星センタ－に送って行きます。７月22日21時30分発行のMPEC 2003- 

O12（2003 OU；19.7等）から、サイデング・スプリングの観測者に私の名前

が入ります。続いて、MPEC 2003-O13（2003 OV；17.8等）、MPEC 2003-O14

（2000 YJ11；20.2等）です。ロブが車の中で「昨日、検出した小惑星がある。

今日は、その確認観測を行なう」と話していたとおり、これは、2000年に発

見された小惑星の検出観測です。位置予報からは、およそ1oずれていました。 

1-m望遠鏡は、写野が狭いので、昨日の検出は、大変苦労したとのことでした。

そして、MPEC 2003-O15（2003 O1）と続きます。 

 結局、この夜は、約20個の新天体を追跡して作業を終了しました。終了前

に、予報光度では17等級に明るくなっているはずなのに、まだ、検出されて

いない初回帰の周期彗星、ラ－ガビスト彗星（1996 R2）を検出しようと、充

分に露出をかけて、４フレ－ムほど撮影しました。しかし、フレ－ム上に23

等級より明るい彗星状天体は見つ

けられませんでした。『がっかり』

ですが、その代わり、いずれも21

等～22等級の６個の新小惑星を発

見し、センタ－に私の発見として

報告しました。午前03時半、観測

室から外に出ると、大マゼラン、

小マゼラン星雲が明るく輝いてい

ました。東の空にものすごく明る

く輝く星があります。『何だろ

う？』と思って、眼を細めてなが

めると下弦の月です。空気が澄ん

でいるためか、その形がわからないほど明るく輝いているのです。これまで、

何度か、このような理想的な空にやってきましたが、いずれも、新月の夜で

した。そのため、お月様に対面したことがなく、暗夜での月の見え方を知ら

なかったのです。 

 翌日23日、早朝にパロマ－の5-m望遠鏡と同じ型の架台にのった3.9-mアン

グロ・オ－ストラリアン望遠鏡を見て、いよいよ、あこがれの1.2-m U. K.

シュミットとご対面です。我が国の新天体も何度か、このシュミットのお世

話になりました。また、捜索プレ－トに写った明るい新小惑星を我が国の観

測者にプレゼントしてくれたこともあります。現在、それらの小惑星の内、

24個がすでに番号登録され、その10個の小惑星について、我が国の観測者が

命名権をもらいました。マ－ク（ハ－トレイ）と会うのは、多分、初めての

 
        1.2-m U. K. シュミット望遠鏡 
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ことです。私と同じくらいの年頃の

精悍な紳士でした。しばらく、雑談

して、デュトア・ハ－トレイ彗星の

発見写真上に彼のサインをもらい、

SSOをあとにしました。空港で別れ際

にロブに『２日続けて、往復５時間

以上の距離を走ってもらい、もうし

わけない。今度は、車で来て、もっ

と長く滞在できるようにする』と言

って別れました。 

 ７月23日午後、シドニ－に戻ってくると、すでに発行されたMPEC上で私の

名前を見ていたのか、ブライアン（マースデン）とグラフ（ウィリアムズ）

に会うと「会議中だというのに、お前は、サイデイング・スプリングに行っ

てきたのか」とたずねられます。また、ティチ夫妻とギルモア・キルマ－チ

ン夫妻からも「Syuichiは、観測者になった」と冷やかし、からかわれます。

その夜の夕刻は、ダンと地元の観測者がブル－マウンテン近くに作った観測

所を見学に行く予定でした。しかし、

集合時間になって、私の申込みが遅か

ったという理由で、人員オ－バで断ら

れてしまいます。ダンは、あわててブ

ライアンを探し始めます。ブライアン

とティチ夫妻、ギルモア夫妻が、この

夜に最後のディナ－を計画していたの

です。つまり、そこに加わろうという

わけです。二人で必死に彼らを探すと、

約30分後に彼らを発見し、その夜のデ

ィナ－に加わることができました。デ

ィナ－は23時まで、延々、４時間も続

き、ぐったりしました。ダンは、明日、

帰国します。彼とは今夜でお別れです。

また、ティチ夫妻とも、ここでお別れ

となります。彼らは、ネルソンベイで

ある豪州小惑星会議には行かないので

す。そこで、彼らには『３年後にプラ

－グで会おう』。「今度は、クレット

 

 

左から、ティチ、マースデン、ティカの諸氏 

 右から、ギルモア、グリーン、キルマーチンの諸氏 

            ハートレイ博士と私 
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で観測者になってくれ」という話して別れました。しかし、ギルモア夫妻と

は、小惑星会議でまた会うことができます。食事が終って、お金を払おうと

すると、ギルモア夫妻が「Syuichiには、たくさんの本や情報を送ってもらっ

ているので、このディナ－は私たちの招待にしたい」と申し出がありました。

そのため、彼らの好意に甘えるこ

とにしました。しかし、高級レス

トランで、ずいぶん、飲んだり食

べたりしました。安い代金ではな

かったはずです。 

 翌24日には、14時から閉会式が

ありました。グラフと私は、その

翌日、25日早朝にネルソンベイに

向かうこととなります。到着から

２週間近く、そろそろ、オリエン

タルの社会が恋しい時期となって

いました。 
 

 

速報部：中� �一 S. Nakano 
 
 山形市の板垣公一氏は、2009年11月25日22時04分JST頃に21-cm広角望遠鏡

＋CCDを使用して、エリダヌス座を撮影した捜索画像上に8.1等の新星を発見

しました。2008年１月２日に撮影

された氏の捜索画像では、この新

星の出現位置に15.3等の恒星が

ありました。この新星は、11月19

日、22日、24日に撮影されたASAS

画像上にも写っていました。また、

発見前のイメージが各地の捜索

画像にも、14日に5.4等～5.7等、

17日に6.6等～6.9等、18日と19日

には、７等～８等の明るさでとら

えていました。新星は、11月中旬

には、誰にも発見されないまま、

５等級まで明るくなっていたよ

うです。板垣氏が60-cm反射で観測した出現位置は、α＝04h47m54s.21、δ＝

－10o10'43".1と報告されています。 

              IAU 総会閉会式 

        21-cm 捜索望遠鏡による発見画像 
              2009 年 11 月 25 日 
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神戸市：�� 修 O. Okamura 
 
 日本は広く、沖縄では南十字も見ることが出来ます。 

 もっとも有利なのは波照間島です。東経123度47分、北緯24度2分に位置す

る島で、有人島としては日本最南端の島です。最も高いところでも標高は約

60-mと低いです。「波照間」

とは「果てのウルマ（サンゴ

礁）」という意味だそうで、

琉球でも遠い果てと思われ

ていたのでしょうか。波照間

島は沖縄県竹富町に属して

います。鳥島は北緯24度16

分にあって、波照間島は24

度02分ですから若干、波照間

島のほうが南に位置してい

ます。 

 もちろん灯火は少なく島

でのもっとも大きな光害は

灯台でしょう。灯台は島の中央東よりにあるので、方向によっては視野に入

るかもしれません。もちろん民宿の近所は避けた方がいいでしょう。星空観

測タワーや最南端の碑近くですと

影響は避けられます。日本最南端の

ニシ浜では西空が開けており海に

没する太陽を見ることが出来ます。

（ニシは北を指す）ニシ浜からは西

表島を望みます。日本最南端の碑が

ある高那崎では、南天の空が水平線

まで見ることが出来ます。全天が見

渡せたらいいのですが先ほどの灯

台がありますので、なかなか難しい

かと思います。 

 星空観測タワーは、宿からは遠いので交通手段が無ければ、宿の送迎を利

用することになります。送迎は有料でした（送迎料は500円。施設利用料は300

円）。施設自体は３階建で、屋上にドームがあります。ドーム以外の施設は

プラネタリウムもありますが、ちょっと充実が必要のようです。ドームの中

 
           ニシ浜から見た日没 

             波照間島のガイド・マップ 
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には、西村製作所の20-cm屈折式天体

望遠鏡があります。月曜日の休み以

外は、毎日観望させてくれます。シ

ーイングは良く、惑星観測には絶好

でしょう。観望会では説明もされま

す。ここは条例上の公の施設で指定

管理者の運営によっています。2008

年9月には台風被害でドームが使用

不能になりました。風がまともに当

たるので故障はありがちです。なお、

月曜日は休館日になっていますのでご注意を。 

 また、レンタカーも前は無くて移動手段に困ったのですが、最近は貸して

くれるところもあります。予約は必要ですが、とても便利になりました。そ

んなに選ぶ余地もないし、いい車もありませんが、必要にして十分かと思い

ます。ハブがいない島なので夜も安心です。 

 波照間島には、石垣島から船または航空機で行きます。まず、石垣島に行

く必要があるので、私は神戸空港から那覇空港経由か直行便で石垣島へ飛び

ます（まもなくＪＴＡの石垣島への直行便が無くなるので不便になります）。 

 石垣島から波照間島へのアクセスは、船で行くのが一般的で航空機は現在

は運航されていないようです。９人乗りの小型機で一度乗ったのですが、重

い荷物があったので、ゆうパックで宿泊先に送りました。しかし、運航して

いたエアドルフィン社が20 09年に破産したそうで、今後の航路の後継社が現

れるかが焦点になります。宿泊されるところに確認された方がいいでしょう。 

 船にはフェリーと高速船がありますが、フェリーは毎日の運航では無いの

で、一般的には、高速船の

方がいいでしょう。石垣島

から波照間島まで１時間ほ

どです。日にもよりますが、

この高速船はとても揺れま

す。大きな荷物は、客室に

入れてもらえないことがあ

るので注意が必要です。揺

れに弱い人は乗り物酔いの

クスリは必携です。高速船

の航路の半分位は外洋で、他の離島への航路と比べ荒天時の運休頻度が高く

なっています。台風の接近時などは、数日にわたり運休する場合もあります。

       星空観測タワーと最南端の碑 
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波高が3-mを越えている場合は運休の可能性があります。そうなると、当然予

定通りには戻れませんから注意が必要です（注意してもどうしようも無いの

ですが）、危なそうであれば、宿と相談して石垣島に滞在されることをおす

すめします。また、船は、予約不可で満席になると乗船できませんので早め

の受付がおすすめです。どの民宿も予約時に連絡しておくと、港まで迎えに

来てくれます。 

 何年か前までは民宿しか無かったのですが、最近は、ペンションやホテル

も出来て、そういう宿がお好きな方でも快適に宿泊できるようになりました。

当然、結構いい宿泊費なのですが、シーズンになると一杯になるようですか

ら早めの予約が必要です。 

 民宿では夕食は泡盛を飲み放題なのですが、夜の運転がありますし残念な

がら、これはパスしています。 

 民宿のテレビはコイン式。エアコンもコイン式です。ドコモは大丈夫です

が、ＰＨＳのイーモバイルは動きません。民宿のお風呂はシャワーのみが多

いですが、バストイレ付きの部屋も、実際

には泊まったことは無いのですが、あるそ

うです。テントも前は出来たようですが、

前に殺人事件があって以来、厳禁になって

います。従って、宿の予約は必ずされてい

る方がよいでしょう。ホテルも、つい最近

民宿の近くに出来まして宿泊のみですがバ

ストイレ付きで、中を見せてもらったので

すが、いい感じですが夕食は別に摂らねば

ならないのが難点でしょうか。また、ペン

ションも2006年にニシ浜の近くに出来てま

すが、ニシ浜の景観を害しているように思

えます。 

 島の真ん中あたりに集落があり、周りに

サトウキビ畑が多くあります。山らしきも

のは無いのですが、結構坂はあって、自転車で苦労している人を見かけます。

特に機材の多い方はレンタカーは必須です。狭い島なので迷子になることは

ありませんが、夜間でも軽トラックは走っていますので、道路に横になって

星を見るのは危険でしょう。貸自転車バイクも夜間貸し出しはしてくれませ

ん。街灯もなく二輪での夜間の走行は危険です。 

 島の天候ですが、天候が安定せず、一晩中晴れることは少ないです。入梅

は本土より早めで７月頭は安定しやすいですが、残念ながら、この頃には、 
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南十字星は、すぐに沈むのではほとんど拝めません。６月中旬から10月まで

が晴天の確率は高くなるかと思いますが、こればっかりは運次第です。湿度

は高めですので透明感は望めないかもしれません。しかし南の星を撮影する

には絶好の位置になります。 

 昼間の日差しは、半端ではないので日焼け止めは必須です。 

 サトウキビ畑は冬から春にかけては刈り入れと製糖の季節で、とりわけ１

～３月は大忙しで、製糖工場もフル稼働になっています。  

 ヤギが至る所に野ヤギも含めています。島には、いくつか売店があります

が特殊なものは販売してませんので、あまり期待はできません。ユニークな

おみやげや幻の泡盛の泡波が売られているときもあります。島外では泡波は

法外な価格で売られているようです。 

 島には郵便局はあります。ＡＴＭもあるので便利です。昼間には青空食堂、

パナヌファという喫茶店、おみやげ店の「もんぱの木」は時間を過ごすのに

いいかもしれません。もちろん、４～10月は泳げますので、それも楽しみの

一つです。 

 石垣島に戻ると、ここには空港からすぐ近くに（足はレンタカーかタクシ

ーになりますが）、石垣島天文台があり、中にはむりかぶし望遠鏡と呼ばれ

る105-cmの反射望遠鏡がありま

す。天体観望会もありますので予

約は必要ですが、行く価値は十分

にあります。ここの運営の一翼は

私も入会しているNPO法人八重山

星の会が担っています。是非、波

照間島、石垣島を一度は訪れるこ

とをおすすめします。きっと、リ

ピーターになること請け合いで

す。 
 

☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆ 
 

������������ 
彗星課（運営：関課長）：  http://comet-seki.net/jp/ 
火星課（村上幹事）：  http://www.hida.kyoto-u.ac.jp/~cmo/cmo/oaa_mars.html 
木・土星課（堀川課長）：  http://homepage3.nifty.com/~kuniaki/oaa/ 
天文民俗課（北尾課長）：  http://www2a.biglobe.ne.jp/~kitao/oaa.htm 
当会総合情報（原田副理事長）：  http://www.amy.hi-ho.ne.jp/oaa-web/ 

 
☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆ 
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速報部：�� �一 S. Nakano 
 
 山形市の板垣公一氏

は、2009年12月５日早

朝、04時21分JST頃に

60-cm f/5.7 反射望遠

鏡＋CCDを使用して、し

し座にあるNGC 3389を

撮影した捜索画像上に

16.5等の超新星2009md

を発見しました。この

超新星は、同氏が今年

11月８日に同銀河を捜

索したときには、まだ、出現していませんでした。また、氏の過去の捜索画

像上、及び、DSS（Digital Sky Survey）にも、その姿は見られませんでした。

大崎生涯学習センターの遊佐徹氏は、米国ニューメキシコ・メイヒルにある

25-cm f/3.4 反射望遠鏡を遠隔操作し、

12月５日18時00分JST頃に撮影した10枚

の画像上にこの超新星の出現を確認し

ました。氏の観測光度は16.7等でした。

上尾の門田健一氏も、12月６日02時27

分JST頃に25-cm f/5.0 反射望遠鏡で撮

影した12枚の画像上に、この超新星の出

現を確認しました。氏の観測光度は16.8

等でした。 

 超新星の出現位置は、赤経α＝10h48m26s.28, 赤緯δ＝＋12o32' 02".8。超

新星は、銀河核から西に24"、北に3"離れた位置に出現しています。板垣氏の

超新星発見は、これで54個となり、氏が持つ我が国での超新星、最多発見数

をさらに更新しました。なお、板垣氏は11月25日に、エリダヌス座に８等級

の新星（KT ERIDANI）を発見しています（新天体発見情報№151）。 

☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆====☆ 

������ 
㈱西村製作所    西村晃一氏（京都市南区上鳥羽尻切町 10） 
協栄産業株式会社  谷 元美氏（大阪市北区柴田 2-9-18） 

 

遊佐氏による確認画像（2009 年 12 月５日）

 発見前の画像               発見画像 

天界 № 1012A 597



 

Folklore of Stars (13７) 
兵庫県芦屋市：�� �� K. Kitao 

 
12�2008 年・星の伝承をた��て 
 

 2008 年９月４日、青森県三戸郡階上町小舟渡（コフナト）漁港を訪れた。

星名伝承を伝えていた話者２人とも昭和８年（1933 年）生まれであった（当

時 75 歳）。 
 
「秋になればよ、子どもの頃、磯舟で、機械なくて。イカ釣り、秋、何月頃

だかな、10月頃になるか、とにかく夕方よ、明るいうちに出るわけだ」 

Ａさんは、秋の夕方、磯舟でイカ釣りに出た。機械がなかった時代、星が

暮らしのなかにあった。最初に船に乗ったのは小学５年だった。父親が兵隊

に行っていたので、明治生まれの親戚の年寄りと歩いて、サンコウという星

名を教えてもらった。 
 
（�）���ン� 

①星名： サンコウ、ム

ヅラ 

②伝承 

ⅰ）特徴 

同じ地域で、サンコ

ウ（Ａさん）とムヅラ

（Ｂさん）の二つの星

名が伝えられていた。 

・サンコウ 

Ａさんは、特徴につい

て、次のように伝えてい

た。 

「イカ釣りって。時間的に、時計なんてもってるときでなかだべし。空、秋、

３つ星並んでみえるのだよな。夕方なればよ、日が暮れてサンコウ出た、帰

るか。３つたてか、ななめなのか、とにかく３つこうこう並ぶんだよな。た

てかななめか」 

また、Ａさんは、季節によって見える時間や高度が大きく変わることを観

察していた。 

 

        青森県三戸郡階上町小舟渡（コフナト）漁港 
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「サンコウ、きれいに並んでるけ。今でも並んでるけど。時季によって、時

間がちがう。季節によってとんでもない違う、高さとか」 

 サンコウ（三光）は、３つきれいに並んで光るオリオン座三つ星にぴった

りの星名である。この場合、三光は、「太陽、月、星」を意味しなかった。 

・ムヅラ 

 Ｂさんは、オリオン座三つ星と小三つ星とを合わせて「ムヅラ」と呼んで

いた。 

「あれだろ、３つ星が。ここらでは、ムヅラと言ったよ。ななめに３つ。そ

れに３つかどうかわからないがある」 

 「３つかどうかわからない」と語ったのが小三つ星のことである。 

ⅱ）時間の目標 

 Ａさんは、仕事を終えて帰る時間の目標にした。 

「秋、何月頃だべ。寒くなるとき。それくらいなきゃ、ここイカ釣れなかっ

た、昔は。その頃よ、日暮れにその星出れば、サンコウあたりに帰るか」 

「サンコウは、時間。あれが、ここさいけば何時。だから帰るかって」 

Ａさんが最初に船に乗った戦時中から戦後間もない頃は、船に時計はなく、

天気さえよければ星が重宝したのである。 
 
（�）月の出 

 Ａさんは、月の出をイカ釣りの目標にしていた。 

「月の出とか、そういうの目標にした。月の出につくとか、その時期によっ

てな。それは言ったよ」 
 
（３）サンコウとムヅラ 

 ムヅラと言えば、プレアデス星団の星名として広く分布する。一方、オリ

オン座三つ星と小三つ星を合わせた星名として岩手県に伝えられている。階

上は、岩手県との県境に近く、その影響を受けたオリオンの星名「ムヅラ」

も伝えられていた。 
 
（�）時代の変化と星名伝承 

Ａさんは、小学５年から親戚の年寄りと歩いた。父親は兵隊に行っていた

ため、星名は、明治生まれの親戚から伝え聞いた。戦争のため、親から子へ

という形態で伝えられなかったが、親戚が代役を果たしてくれた。戦争とい

う大きな時代の変化によって星名伝承が消えることはなかったが、戦後の漁

業の機械化により、星名伝承は必要なくなり、次の世代へ伝えられることな

く消えていく運命が待っていた。 

 

                     （星の伝承研究室） 
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Folklore of Stars (138) 
兵庫県芦屋市：北� �� K. Kitao 

 
12�2008 年�星の伝承をた�ねて 
 

 2008 年９月５日、北海道松前郡松前町江良を訪れた。高橋さん（松前町江

良出身。昭和 13 年（1938 年）生まれ、当時 70 歳）は、約 50 年前に漁師の

経験があっただけであるが、昔の仕事のなかで目標にしていた星について詳

しく伝えていた。 
 
（�）����ス星� 

①星名： ムヅナボシ 

②伝承 

高橋さんは、ムヅナボ

シという星名を伝えて

いた。ムヅナボシは、六

連星（ムツラボシ）が転

訛したものである。特徴

について、次のように伝

えていた。 

「ムヅナボシ、今で言え

ばスバルだ。６つ出てかたまってるからムヅナボシいうんだ。今で言えばス

バルだべな。ここの漁師の人はムヅナボシ」 

 「今で言えばスバルだ」と言いながら、地域の星名をはっきりと伝えてい

て嬉しかった。 

８月東の山から顔を出すムヅナボシを観察していた。 

「夏の８月頃なればね、あそこの山からちょっと出るんだ。東だべな」 
 
（�）���ン� 

①星名： サンコウ、サンコウボシ 

②伝承 

サンコウは三つ星（みつぼし）だった。 

「サンコウボシあがれば、世の中に化けて出るというてね。イカがつく時間

だけどな。サンコウボシあがれば、世の中に化けて出ることは、化けて出る

ほど、イカがたくさんつく」 

 

               北海道松前郡松前町江良港 
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イカが化けて出るほど、サンコウの出にたくさん取れたのである。 
 
（�）星と潮 

 ムヅナボシ（プレアデス星団）とサンコウ（オリオン座三つ星）で潮の変

化を知った。 

「潮のかげんで。ムヅナボシ出なれば、沖から潮がオカ（陸）さ突っ込む。

潮が変わるんですよ。それが、昔の漁師がムヅナボシあがったとか、サンコ

ウというのかな、サンコウの星があがれば、どーのこーの。潮がかわってな」 

「６つこうなって。その出に潮が沖からつっこむいう。漁師の人は、潮のな

がれが変わるということはムヅナボシあがる場合いうんで、沖から潮が陸（オ

カ）にはいる」 

 星の出にイカが釣れるという伝承は、北海道積丹半島から長崎県対馬まで

広く分布する。しかし、星の出にイカが釣れる理由についての伝承例は少な

い。本ケースのように潮が変わるという伝承例もあるが、実際は星の場合は

月と異なり、潮に関係はない。 
 
（�）月 

 月の高度と潮の関係の伝承は、本ケースでは伝えられていなかった。「月

出れば、イカ釣れねえ。月明かりでだめ」と伝えられていた。月を目標にし

なかったのは、イカは闇夜がよく釣れるという理由からであった。 
 
（�）時代の変化 

 高橋さんは、50 年前、昔の仕事を経験したのみで、漁業の機械化等の時代

の変化は体験しなかった。昔の仕事は、熟練が必要だった。 

「年いった昔の経験者はな、大正の初期生まれだとか明治のおわりごろ生ま

れとか、ハネゴとか、30 分やそこらでね、だいたいイカの数にして 400 か 500

くらい、釣ってるんだ。ひとりで。私はまだ若いものだから、こんなに経験

者でもってちがうのか思って。潮がよいからプランクトンが集まるもんだか

らね」 
 
 高橋さんは、経験を積むことができなかった。しかし、経験を積んだ人も、

時代の変化のなかで星を目標にしなくなった。そして、変化のスピードは増

大し、かつて使用した星の知識も忘れ去られることになった。 

高橋さんの場合、時代の変化を体験しなかったことが、逆に昔の星とのか

かわりをそのままの形で記憶し伝える条件に恵まれるという結果を生み出す

ことになった。 

 

                     （星の伝承研究室） 
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東京都世田谷区: 大塚 勝仁 K. Ohtsuka, DDS 
 

 
もう今は無き木曽全天カメラによるモニター期間中（今回は 1977 年～1990

年）の火球観測結果が、タイトルの論文として、このたび出版された。そも

そも同カメラは、東京天文台の田鍋浩義教授らによる夜天光のモニターの為

に開発されたものであった。しかし、著者らはこのカメラシステムで火球が

多く写ることに気づき、それらはその期間中 742 個を数え、そのデータ・ベ

ース化という大変な作業を、このたびようやく完遂されたのであった。本論

文ではその火球一覧と画像が紹介されており、火球クラスのラージダストの

流入を研究するものに便宜を図っている。 

大変興味深いのは、ラージサイズの流星群の回帰が、しばしば記録されて

いる事である。例えば、1980 年の琴群や 1981 年の小熊群などは、日本の眼

視観測では、決して「見事な出現であった」とは報告されていないが、この

カメラシステムでは、火球スワームの回帰を見事に捕らえている。恐らく、

この様な火球スワームの回帰では、質量関数が小さかったのであろう事は、

容易に想像がつく。記録された火球スワーム回帰の中でも、とりわけ牡牛群

や双子群は何度も回帰が記録されているのであるが、これは木星との平均運

動共鳴下にあるスワームなのかも知れない。こういうラージサイズの一群は、

太陽輻射圧の影響など非重力的摂動を小さいダストよりも受けにくく、従っ

て小さいダストは、時間とともに共鳴域から脱離していっても、ラージサイ

ズのダストは、長期間、共鳴域に残りやすい。アッシャー＆クリューブ（1993）

が、予測した 7:2 共鳴牡牛群の 1978、1981、1988 年の回帰もしっかり記録さ

れている（とりわけ 1988 年の条件は、共鳴センターに近く、また好天続きだ

ったのか？ 数がすこぶる多い）。しかし、当然ながら、流星群極大夜にいつ

も晴れていた訳ではないので、流星群の火球出現の経時変化を統計的に探る

ような研究には向かないかも知れない。また、出現時刻は、全て不明で、1

時間の露出時刻があてがわれている。 

尚、この論文の電子版（pdf ファイル）は、以下のサイトでフリーで取得

する事が出来る（サイズは 37-Mb を超えて大きいので、低速のネット環境下

でダウンロードされる場合は、注意を要する）。 

http://ads.nao.ac.jp/cgi-bin-jp/contents/pub/Vol12 
とにかく流星群のラージサイズダストのフラックスについては、判ってい

るようで判っていない事が、まだ沢山あるので、その情報を与えてくれてい
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る本論文は、今後、火球の観測研究論文では定番として引用されるのではな

いだろうか？ 実際のところ、火球に関するカタログとしては、間違いなくニ

ールセン（1968）の火球カタログ以来の大作である。 
 

 

 

 
中世イギリス、カンタベリーの居住者が目撃し記録した「新月（に近い月）

が東に傾いていたが、突然、上半分の弧がふたつに分裂し、燃え上がり、火

の粉が四散し、それを何度も繰り返した」と言う何とも奇妙な記述（ニュー

トン 1972）をご存じの方は多いと思う。このイベントが起きたのは、現在の

暦に直すと 1178 年６月 18 日に相当する。これを読んだハートゥング（1976）

は、月面に起きた天体衝突であると考え、該当する衝突クレーターをその部

位から月面北東リム付近にあるジョルダーノ・ブルーノ（直径 22-km, 東経

103o, 緯度 36o N）であると結論づけた。というのも、このクレーターは、放

射状の光条やクレーター・リムなどよく保存されていて、エジェクタ・ブラ

ンケットも認められ、サイズ 20-km 以上のクレーターの中では、クレメンタ

インの画像からも、最も新しく形成されたクレーターだと考えられていたか

らである（グリアら 2001）。 
 
著者らは SELENE (かぐや) に搭載された高解像度テレイン・カメラ（TC）

の画像から、ジョルダーノ・ブルーノのクレーター・リムより外側の、ごく

周辺領域（294-km2）にある、ジョルダーノ・ブルーノ後に形成されたであろ

う、小クレーター（≧40-m）の個数密度を調査して、小天体累積フラックス

のモデル計算から、その形成年代を 400 万年前（100 万—1000 万年前）であ

ると導いた。更に彼らは、ジョルダーノ・ブルーノが最も若いクレーターで

ある事から、カンタベリー・イベントに該当するクレーターは存在しないと

結論した。 
 
月面には、従って、残念ながら、ハートゥングの古記録との同定は、ほぼ

完全に否定された事になるが、そうは言っても、カンタベリー・イベントに

該当する、それよりも小サイズのクレーター候補があるのかどうか？ やはり

SELENE/TC で撮像された膨大な画像データを調べあげる事により、新たな候

補が出てくるのではないか？ と期待したい。それには、月面インパクト・フ

ラッシュの強度と衝突エネルギーとクレーターリングの相関関係などを、も

う一度、再評価し直す必要があるであろう。カンタベリー・イベントの記述

が正確で、本当に何度も月面衝突を繰り返したのであれば、チェーン・クレ

ーターの可能性もあるのではないだろうか？ 

天界 № 1012A 603 大塚　勝仁



 

����� ���������� ����� ���� ���� ��� 
福岡県久留米市： 西山 浩一  K. Nishiyama 

 
 2009年10月26日（月）夕方のことです。この時期の新星の捜索は、早く沈

むいて座から始めて、北のはくちょう座へ向かいます。105-mmレンズで撮影

開始しました。チェックを始めると、すぐに新天体を見つけました。光度は

9.3等。明るいです。MPチェックを行うと小惑星ではありません。発見位置は、

たて座と思っていましたが、いて座でした。いて座といえば、私たちは、今

年、V5581 Sagittarii（いて座新星No.1）とV5583 Sagittarii（いて座新星

No.3）と二つの新星を発見しています。この間にも、中国の人たちがV5582 

Sagittarii（いて座新星No.2）を発見していています。この新星は、椛島さ

んと確認作業をして、CBETにも載っています。ということで、私たちは、今

年、いて座に出現した新星発見にすべて絡んだことになります。昨年は５個

の新星を発見しましたが、いて座新星は１個だけでした。本当に、１年間に

同じ星座に４個もの新星が出現するのだろうか……。その数に首をひねりな

がら、40-cm望遠鏡を当該位置に向けて５枚撮影しました。すると、やはり星

は存在していました。40-cmによる画像から測定した新星の出現位置は

18h31m32s.79 －16o19'07".5となりました。 
 
 はやる心を落

ち着かせて過去

画像を呼び出し、

DSSのチェックを

行いました。しか

し、10月22日から

25日までは悪天

で観測できてい

ません。そのため、

10月20日と21日

が直近の観測で

した。それらを調べると13.9等、13.4等星の最微光星が写っている画像に、

この星の姿はありませんでした。もちろん、DSSにもないことを確認しました。 

 この時点で新星の出現は確実となりました。当該位置に過去、出現した新

星はない。インターネットのMPチェッカーで、再度調べて、IAUの未確認サイ

トにも掲載されていないことを確認して、21時21分に発見報告をIAUに送りま

した。 

 
         発見前の画像                   発見後の確認画像 
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 しばらくして、未確認天体のウェッブ・サイトを見ると掲載されていまし

た。「この後に夜を迎えるヨーロッパで誰かが確認してくれるだろう。それ

とも今は、レンタル天文台で確認する人も増えたので、その人たちが確認し

てくれるかも知れない」と思いながら、午前06時に帰宅しました。 

 そのあと、IAUのCBETリストを開けていると、08時過ぎに『NOVA SAGITTARII 

2009 No.4』というCBET 1994が掲載されていました。これで、発見が認めら

れたと、ひと安心でした。CBETを見ると、イタリアのP. Corelliさんが03時

20分（JST）に45-cm f/4.4反射鏡で10秒露出で写した画像上にその出現を確

認していました。氏の観測位置も最後の桁が32s.79、07".8と、赤緯が0".3

違っているだけでした。Daniel Greenさん（IAU）の素早い対応に感謝しました。 

 その夜、私は、確認者に敬意を表してアルカンジェロ・コレルリの合奏協

奏曲作品６を聞きました。部屋には、イングリッシュ・コンソートの音が優

雅に鳴り響いていました。 
 

 
����������������� ��� ��������� 

 
 2009年11月６日（金）夜は、新星のサーベイの後、系外銀河のサーベイに

移りました。M31に40-cm望遠鏡を向けて撮影を開始しました。この日は、分

析を担当した椛島さんが、最初に撮影した画像に顔を近づけて、食い入るよ

うに見つめて、手動ブリンクを繰り返しています。どうやら疑問天体に遭遇

したようです。 

 私も顔を近づ

けました。中心部

の画面で、その天

体は、かすかな光

を放って輝いて

います。次々に撮

影を繰り返しま

した。その天体の

光度は18等級ほ

どで、最終的には

18.4等と見積もりました。この夜の最微星19.3等の空では厳しいのです。と

いうのは、IAUは、発見光度と最微星との差が少なくとも1.5等、出来れば2.0

等ないと、中々、発見を認めてくれません。 

 「すぐに報告しよう」と言う椛島さんに、私は「明日に観測してから」と

押し問答をしていると、椛島さんが「あれ。過去出現の場所に近いぞ」と叫

 

         発見前の画像                   発見後の確認画像 
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びました。その星の出現位置は、同大星雲に出現した新星1997-11kに赤経で

0s.01、赤緯で0".6しか違いません。40-cm鏡の精度は、約1"ですので、これ

は、誤差の範囲内です。「再発となると話は別だ」と、まずドイツのマック

スプランク研究所に調べてもらうことにして、23時50分に「過去の画像には

一切なく、出現は明らかで、再発の可能性がある」というメールをピーツさ

んに送りました。 

 すると、03時01分、わずか３時間後に「その場所には、1997-11kだけでな

く2001-12bも出ている。2001-12bは再発とされている。しかも、発見した星

は、11月１日から光学的に出現しているほか、Hαでは10月9.1日から、スイ

フト衛星の紫外線観測では、もっと早い時期から出ている」という衝撃的な

内容が書かれた返事が届きます。「３度目の出現か。本当なら、M31の新星と

して、画期的な発見になるな……」と感じながら、私達は、すぐにIAUにこの

星を再発として発見報告を送りました。 

 ピーツさんたちは、この調査結果をAstroTelegram（http://www.astronomers 
telegram.org）に掲載するとともに「誰か、スペクトルを撮ってくれないか」

と呼びかけました。すると、パロマーのカスリウォールさんらが、これに応

えてスペクトルを撮り「11月８日に200インチで撮った。M31の再発新星であ

る」とAstroTelegramに発表しています。これを見た私たちは、カスリウォー

ルさんにメールして、IAUに送ってほしいと頼みました。そして、11月14日に

なって、CBET 2015に再発新星 Nova M31 2009-11b として公表されました。 
 

 

 
 2009年11月23日（祝）夜は、系内新星、そして、系外新星の捜索を終え、

01時に仮眠しました。しかし、系内新星を２画像ほど残したために朝方に探

すことにしました。２画像なら10分もあれば良いだろうと、目覚まし時計を

05時にセットしました。しかし、朝方に天気が悪くなるかも知れないと考え

直して、03時にセットし直しました。実は、これがこの発見につながりまし

た。 

 03時、眠たい目をこすりながら起き上がり、２画像を撮りチェックしまし

た。異常なしです。「まだ、３時間くらい寝られるな」と考えて、再度、寝

むろうとしました。しかし、外に出てみると４等星まで見える好天です。「寝

るには、惜しい」と気を取り直し、超新星を探すことにしました。捜索は、

南天から始め、東へと移ります。何個目か、03時42分、ろくぶんぎ座にある

NGC 3423に望遠鏡を向けて、30秒露出で画像を撮り始めました。すると、バ

ラのようにこちら向きに広がる星雲の中心の北側端との中間のあたりに非常
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に明るい星に気づきました。DSS画像と見比べましたが、ありません。しかし、

これまで50回くらいこの手の星を見つけても、小惑星か、すでに発見・公表

された超新星でした。中には、２日前に見つかったものもありました。「ま

たまた小惑星を見つけた」と共同観測者の椛島冨士夫さんと冗談を言いなが

ら、小惑星をチェックすると小惑星ではありません。さらに過去に出現した

超新星のリストにもありません。サイトを調べても誰も発見していません。 

 途端に緊張が高まりました。すぐに５枚を追加撮影して確認、計７枚を使

って位置を測りました。新天体は、星雲の中心から東に3"、北に35"の位置に

出現しています。光度は、15.1等でした。「こんなに明るい超新星なら、誰

か見つけている

はず。独立発見

でもいいよね…

…」と話しなが

ら04時45分、IAU

へ発見メールを

送りました。 

 しかし、セン

ターの未確認天

体のサイトにも

載らないまま、

中央局の勤務時間は終了してしまいました。「新星なら実績があるから信用

されるだろうけど、超新星は初めてだから、Greenさんも、他の人の確認・発

見待ちなのだろう」とあきらめて帰宅しました。 

 翌24日（火）は曇の天気予報でした。当夜になると予報どおり、厚雲が全

天にありました。早く確認してもらいたいので、最近、知り合いになった遊

佐徹さん(宮城県大崎生涯学習センター)に23時13分、確認依頼のメールを送

りました。氏からは03時38分に「オーストラリアの天文台のドームが開かな

い。曇っているのでしょう。夕方の米国ニューメキシコの望遠鏡で挑戦しま

す」と返事が届きました。 

 ところが、当地では朝方になると、雲が薄くなり、所々晴れ間も見えてき

ました。そこで晴れ間をぬって撮影を繰り返し、10枚の画像を得ました。発

見した天体は、位置も変わらず。薄雲のため、光度はやや不正確ですが15.3

等の明るさで存在していました。さっそく、04時31分にIAUに確認観測として

メールしました。 

 朝方、CBETリストを30分毎に見ていると、08時すぎに「Supernova 2009ls in 

NGC 3423」の見出しを持つCBET 2041がありました。本格的な超新星捜索を始
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めて２年半、やっとホッしました。遊佐さんには「発表されました。今後と

もよろしく」とメールしておきました。超新星の第一人者、板垣公一さんか

ら「おめでとうメール」が来て感激しました。 

 超新星だけに限定すれば、当初は、毎晩徹夜で探しましたが、見つからず、

そのうち新星の分野で成果（現在、計41個＝銀河系内８個、系外33個）があ

がったため、超新星の捜索は、ややおろそかになっていました。 

 しかし、細々ですが続けていたことが、今回の発見につながりました。「宝

クジも買わねば当たりません。超新星も探さねば見つからない」ということ

でしょうか。皆さん、地道に続けましょう。いつか見つかりますよ。 
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 天界 12 月号でお知らせしたとおり、11 月 16 日までに、早々と 73 名の方々から、
来年度会費の納付をいただきました。その後、12 月 10 日までに 57 名の方々から来年
度会費の納付がありました。天界 10/11 月号で会費納入のお知らせ後、約１カ月の間
に 130 名の方々から、来年度会費を納入していただいたことになります。これは、昨
年（2008 年）の伝票の通し番号に比べて、約 15 号分の遅れですが、会の騒動にも関
わらず、例年とほぼ同じペースの状況で、会費の納付をいただいております。会の混
乱では、皆様方には、多大なご迷惑をおかけしたにも関わらず、素早い納付をいただ
き、まことにありがとうございます。ご厚意に感謝いたします。以下に、この期間に
会費を納付していただいた方のお名前をお知らせします。2009 年 11 月以後に会費を
納入していただいたのにこのリストにない方は、申し訳ありませんが、ご連絡くださ
い。なお、会費の納付は、天界 10/11 月号に同封された郵便振替用紙（手数料は本会負担）を

使用して、郵便局で振り込んでいただくか、目次ページにある銀行振込もご利用ください。 
 
青野崇史，赤平清蔵，東茂年，阿部靖彦，安部亮介，新井清司，安藤信彦，池谷薫，石附功，市
川康夫，入江良一，上野裕司，上原貞治，氏部忠，遠藤雄三，大石英夫（維），大金要次郎，大
塚勝仁，岡部哲，岡村修（神戸；維），小川浩行，小倉登，笠井一司，梶浦唯史，梶義次，金田
英一，椛島冨士夫，亀之内修，川崎康寛，川村幹夫，神林佳正，北尾浩一（維），北島敏男，北
村壽規，清原岑夫，久保井義夫，栗田克巳，月光天文台，小泉晶一，香西洋樹，小島信久（維），
小島弘，小千田節男，小玉豊，小林弘忠，小林博久（維），後藤栄雄，斉藤千代子（維），斎藤
正博，嵯峨山亨 X，桜井幸夫，笹栗哲朗，笹野由起子，佐野文博，塩田和生，品川征志（維），
清水直治，白倉晃，須貝秀夫，菅野松男（維），杉原昇，鈴木義雄，砂川一史，住谷秀夫（維），
宝田和弘，武市保昭，武田伸，田中千秋，田村竜一，茶木恵子，塚原元彦，津田義和，土屋清，
坪井正紀，津留和夫，中島守正，中谷仁，中野主一（維），中村哲也，長沢好秋，永田武信，永
田弘道（維），新妻信明，西川清志，西澤廣，日本造暦協会神明館（維），橋本秋恵，畑山和也，
早川和見，早坂真一，林政邦，原田康英，平澤正規，平田英一，平野和雄，広田一郎，藤井慶，
藤原邦義，藤森賢一（維），伏屋義彦，淵辰夫，古山茂，前田行雄，正村一人（維），松浦義照，
松田秀樹，松村巧，松本孝，真野義広，三河内弘，水野義兼，三橋康彦，三ツ間重男，箕輪敏行，
宮田秀一，村上茂樹，室石英明，望月悦育，森田忠司，森田行雄（維），森本忠明，諸星好昭，
山口泰央，山崎魏（維），山田和俊，山田幸男，山田義弘（維），吉田桂一，脇坂安彦，渡辺和
郎（維）                                        （以上、130 名の方々。リストは音順です） 
 
また、同じ期間に次の方々からご寄付をいただきました。寄付は、本会の運営に大変
助かります。ありがとうございます。お礼申し上げます。 
 
安藤信彦，上野裕司，北尾浩一（維），桜井幸夫，品川征志（維），平野和雄，脇坂安彦  
������������� 私が編集する天界は、これで終了となる。そのため、命名申請いただ
いた皆様方への連絡は、天界誌上ではできなくなる。今後は、naming@oaa.gr.jpに問い合わせて欲しい。 

2009 年９月608


